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牛 の測量･測定器

備度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ
あらゆる測量にこの－台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型52％ミラー付

磁石分度：内径70％1．又は30目盛

高度分度？全円1.目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠窺212倍反転可能

菫量:13009
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ベルトラコン

二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡

判読作業、討議、初心者教育、説明報告に偉力

を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ

ラツクス調整等が個人差を完全に補整します。
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8.0kg(木製ケース）
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副一.参（牛方式双視実体鏡）

コンドルT-22Y

たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をｲﾝﾄするだけ､71ｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡亨型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニブリンターを装備し、しかも
外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用
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X-PLAN刈りj

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等

エクスフラン テーアイ

X-PLAN360d/3601
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生物害を受けやすい 目的とする作物以外の生物を排除して生産性追及を行う農耕地では，その生

態的な単純さゆえに，病虫害対策が必須となっている。これに比べれば複雑で

安定しているけれど，一般に人工林は天然林に比べるとかなり単純な生態系で，

特に大規模一斉造林の場合は，病虫害の出やすい条件にあるといえる。苗畑で

の根切虫やスギ赤枯病問題，そして新植から成林するまでの生態的不安定期に

多発した多種多様な生物害の克服が，森林保護に携わる者の主要な課題であっ

た｡1950年から70年までの20年間には毎年30～40万haも実施されていた造

林事業が,現在では7万ha程度にまで減少している。特に拡大造林の減少傾向

が著しい。

現在では人工林の総面積はすでに1000万haを超え，森林面職では4割なが

ら，蓄積の増加量では全体の8割を占める旺盛な生長ぶりを示している。これ

を基盤として，21世紀には木材需要の半分以上を国産材で賄う期待を込めて，

r国産材時代｣の到来が指向されている。これを現実のものとするためには，『林

業白書』にあるように，生産，加工，流通における条件整備が今後の林政の基

本的課題となる。それと同時に，成林後から伐期までの間に人工林の材質劣化

被害をもたらすスギカミキリ等の生物害問題が，今日的課題としてクローズア

ップされてきた。

人工林の急激な増大に伴う生物害の多発は，単にわが国だけの問題ではない。

韓国では朝鮮戦争等で荒廃した山野の緑化のための国家的造林事業が実施され，

その総面積はすでに400万haに達しているという。これにつれて,各種の森林

病虫害が多発してきた。その中でもっとも有名なのが，アカマツ林に大被害を

もたらしているマツバノタマバエで,その防除のために日本円で20億円を超え

る予算が毎年計上されているという。現在では大幅に減少したものの，1970年

代にはマツカレハの大発生があり，また，近年はマツモグリカイガラムシの発

生が問題化しつつある。ポプラ類やハンノキなどの早生樹種植栽地にもハムシ

類やハバチ類の多発が伝えられている。近年は中国でも造林事業は活発で，北

部でのポプラ類，南部での馬尾松の造林はきわめて大規模なものらしい。前者

ではゴマダラカミキリの，後者ではマツカレハとマツモグリカイガラムシの被

害が激甚であると聞いている。熱帯地域でもタイ等のチーク人工林のビーホー

ル・ボーラー（ボクトウガの類）による深刻な材質劣化被害，パプアニューギ

人工林

＊森林総合研究所
森林生物部/部長
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ニア等のユーカリ人工林でのタマムシ類による枯死と材質劣化，熱帯降雨林地

帯におけるマホガニーの世界的な大害虫であるイプシピラ（メイガの類）被害

等，人工林にまつわる生物害は枚挙にいとまがない。

わが国での人工林造成が活発であった時代は終わりつつあるが，世界的には

地球環境問題として森林の造成が大きな関心を呼んでいる時代となっている。

世界の各地で，とりわけ熱帯地域では森林の破壊された地域を再び森林に戻す
すうせい

ために，大規模な造林事業が今後長年月にわたって実施されるのは必然的趨勢

のようである。インドネシアだけでも緊急な造林を必要とする面積は,2000万

haにも及ぶと聞く。このようなときに，決して平たんではなかったわが国の

1000万haの人工林造成に際しての生物害とのかかわりと，今日の主要課題で

ある成林後の病虫害問題，さらには森林に棲息する野生動物の保護・管理問題

を要約し，問題の整理をしておきたい。どうしても後追い的になりがちな人工

林の生物害と自然環境の象徴的存在である野生動物の保護・管理の問題を，わ

が国での経験を生かして，これからの世界の人工林造成においては，いくらか

でも先取り的に対処できるようになることを希望する。

なお，わが国の森林保護の歴史の中で戦前・戦後を通ずる大きな柱として特

異的に存在する松くい虫は，ここに述べる人工林の増加とは別の系列で，外国

からの侵入病虫害の問題である。

第二次大戦後に活発な造林事業が開始されると，膨大な苗木の需要を賄うた

めに林業用苗畑が各地に造成された。この苗木作りの段階での，根切虫やスギ

赤枯れ病等の苗畑病害虫がまず問題となった。この時期からはかなり遅れるが，

林木育種の成果を取り入れた採種園が各地に造成された1960年ごろから主要

造林樹種の球果・種子害虫の研究が要請された。これらの問題は当時の研究者

の努力によってなんとか解決策が見いだされ，必要な苗木が供給され，各地で

大規模な一斉皆伐造林が進行した。これに伴って，新植から成林するまでの生

態的不安定期には，各種の造林樹種ごとに多種多様な生物害が各地で多発した。

そのごく主要なものだけを取り上げても相当な事例になる。

北海道でのカラマツ造林地では,エゾヤチネズミが激害を与えた｡多くの人々

の努力によって，わが国の野生動物ではただ1つ発生予察が毎年実施され，そ

れによって防除事業が行われるようになった。これは世界的にも誇りうる業績

といえる。カラマツ先枯れ病もきわめて恐れられた病害であるが，発生機構・

環境等の解明がなされ，本州にまで被害発生地が広がったものの，現在では当

初ほど恐ろしい病害ではなくなってきた。本州の高緯度地帯を含めて，カラマ

ツ造林地にはマイマイガ，カラマツツツミノガ，カラマツマダラメイガ，ハバ

チ類等各種の食葉性害虫が派手に大発生した。これらの害虫の生態・防除法の

解明と被害解析等がなされ，よほどの激害の場合は防除事業を実施するが，多

くの場合は生長量に影響はあるものの，枯死には至らないため，自然に発生が

終息するのを待つことが多くなってきた。トドマツ幼齢造林地ではトドマツオ

オアブラムシの異常発生が問題となったが，総合防除体系が確立された。現在

3

成林までの生物害
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スギ･ヒノキ人工林の
材質劣化被害

ではトドマツ枝枯病が問題となっている。

九州，四国，本州でもスギ幼齢林でコウモリガ類による枯死木の発生，スギ

ノハダニやスギタマバエの大発生等が各地で多発して，その対策に関係者が
ほんろう

翻弄された時期があった。また，一時期全国的に大変に盛んだったマツ類の造

林地では,1960年前後にマツカレハの全国的な大発生があって，多くの研究者

がその生態と防除法の解明にあたった。マツツマアカシンムシ等の各種のしん

くいむし類や，葉ふるい病等の病害の大発生も同時に起きた。野ネズミ，野ウ

サギによる造林木被害は造林事業の活発化とともに深刻な問題となった。シ

カ・カモシカによる林木被害も，保護・管理問題とともに地域的に大きな問題

となった。特にシカ・カモシカ等の大型哺乳類は自然環境の象徴的存在であり，

その保護と被害回避を適正に調和させる管理技術の開発が今日的課題として強

く望まれている。

わが国の人工林の大半を占めるスギ・ヒノキは，マツ類やカラマツなどその

他の造林横腫に比べると，病虫害にかかりにくい性質を持っている。このため

か,たとえ大規模な一斉単純林であっても,新植から成林までの間にさまざまな

生物害が発生することはあっても，成林さえすれば後は伐期まで病虫害に悩ま

されることはまずないと一般的には認識されてきたといえよう。事実，もっと

も人目に付きやすい食葉性害虫について見ると，ごくまれにスギドクガの大発

生があるくらいのもので，カラマツやマツ類に比べると害虫発生ははるかに少

ない。針葉や小枝の病気でも黒粒葉枯病の大発生がまれに見られる程度である。

しかし，近年この神話は崩れつつある。一見したところは健全に生育を続け

ているスギ・ヒノキ人工林で，人目に付きにくい幹の樹皮下で，材部に変色や

腐朽を引き起こす坐吻害の発生が各地で確認されるようになってきた。その代

表的なものが，スギカミキリ，スギノアカネトラカミキリ，ヒノキカワモグリ

ガ等のスギ・ヒノキ穿孔性害虫の被害である。このタイプの虫害の特徴は，ま

ず第一に成林後に寄生が始まることである。第二には発見が難しいことが挙げ

られる。かなりの専門的知識を持った者が林内に入って，1本ごとに立木をて

いねいに観察しないと被害の存在すらわからない。第三には，原則的に林木の

生長量や枯死には関係せずに，材質の劣化・材の商品価値の低下として被害が

現れることである。第四の特徴として，その被害は一過性ではなく，毎年の加

害が材内に蓄積されて年を経るにつれて被害がひどくなることが挙げられる。

この特徴は伐期を長くすれば蓄積が増えるだけでなく，単価も高くなるという

林業の大きな利点を台なしにする点で，きわめて重要である。さらに，これら

の虫は一生のほとんどを樹皮下で過ごすために，生態の研究や防除法の開発が

一般害虫よりも困難なことも第五の特徴ということができる。

これら穿孔性害虫は，古来からスギ・ヒノキとともに棲息し，その被害は原

因不明ながら地域的には古くから「ハチカミ｣，「トピグサレ」などと呼ばれて

認識されていた。前者がスギカミキリの，後者がスギノアカネトラカミキリの

加害によることが判明したのは1950年代のことである。ヒノキカワモグリガの

林業技術No.5911991.6



存在も古くから知られていたが，全国各地のスギ・ヒノキ人工林で材質劣化被

害を起こしていることがはっきりしたのは，最近のことである。

上記のような特徴から,全国的な詳しい被害実態の正確な把握はきわめて困

難であるが，近年のさまざまな調査結果から，このタイプの虫害が各地のス

ギ・ヒノキ人工林で増加しつつあることは確実である。被害増加の基本的な原

因はスギ・ヒノキ人工林の連続的で急激な増加にあり，保育の手入れ不足と不

適地造林の存在がこれを助長しているといえる。一般的傾向として，古くから

の有名林業地にはこの種の被害は少なく，戦後の拡大造林地に多いようであ

る。この被害が蔓延すると，今後の木材資源の量的な確保はできても，質的な

面でわが国の林業の発展に大きな障害になるおそれがある。そのため，合理的

な防除法の開発に向けて関係者の努力が続けられている。

なお，スギ・ヒノキ以外の主要造林木では，食葉性のような一般害虫の被害

は多いのに，このような材質劣化被害をもたらす虫害はきわめて少ない。

西日本をはじめ各地のスギ・ヒノキ林に発生する暗色枝枯病と，各地のヒノ

キ林に発生する漏脂病が，上記の穿孔性害虫と同様のタイプの材質劣化を引き

起こす病害として知られている。前者の病原菌は，風などでできた傷から枝に

侵入してこれを枯らすとともに，枝の付根を中心に幹の形成層を紡すい型に殺

してしまう。ここから材内に変色が進む。後者は樹幹からヤニが異常に漏出し

続ける病気で，北陸地方では最大のヒノキ造林阻害要因として知られている。

長らく原因不明であったが，最近ようやく病原菌が特定されるようになった。

ヤニの漏出部分の形成層が壊死して幹の変形と材の変色が起きる。スギ溝腐病

は深刻な材質劣化をもたらすが，赤枯病の苗木の植栽に由来し，林内での伝染

性はきわめて弱いので，被害拡大の心配はほとんどない。

上記の病害は，生立木の幹の形成層を部分的に殺すために，林木の枯死や生

長量への影響は少ないが，材質劣化をもたらす。これと同様に枯死・生長量へ

の影響は少ないのに，伐採時の一番丸太の材価を著しく下落させる病害に，い

わゆる材質腐朽病がある。生立木の根部から幹の心材部に変色・腐朽菌が侵入

して上方向に被害が進行する。北海道と本州のカラマツ造林地では深刻な問題

となっており，九州のヒノキ林の一部にも最近この被害が見いだされている。

外見からはまったくわからず，伐採してみないと被害の存在と程度がわからな

いので，まことにやっかいで不気味な病害である。

獣害では，近畿地方のスギ・ヒノキ林でツキノワグマによる皮剥ぎが局所的

ながら大きな材質劣化被害をもたらしている。シカ，カモシカ，野ウサギ等の

被害を乗り越えて成林した林木に，後遺症としてどの程度の材質劣化が生じる

かについての研究は始まったばかりである。

戦後から現在までのわが国の人工林の増加に伴う生物害発生のようすを大ま

かにたどってきた。それはまさに単純一斉造林を主体とする事業が先行し，さ

まざまな生物害がそれを追うように多発し，起きてしまった被害の緊急対応に

5

その他の生物害によ
る成林後の材質劣化
被害

生物害回避のために
－流域単位での監
視体制の必要性

林業技術No.5911991.6



6

追われてきた歴史であった。生物被害がなぜ発生するかの研究に取り組んだ者

にとっては，大規模な単純一斉林における生物害の危険性を指摘することはさ

ほど難しくない。現に，このような警告はかなり早い時期から発せられもした。

また，多様で豊かな安定した森林生態系の維持増進に努め，自然の制御機構を

十分に機能させることによって生物害の発生を未然に防ぐ必要性を説くことも

できた。しかし，これらの警告は，効率のよい単純林主体の現実の流れを大き

く変えるだけの力とはならなかった。

なぜ後追いに終始したのか。病虫害に強いスギ・ヒノキ主体のわが国では，

病虫害の発生は，たまさかの不運といった雰囲気が強かったせいかもしれない。

目先の問題解決に追われて，世論・行政をリードする基礎的・先導的研究をお

ろそかにしがちであった研究者たちにも責任があるのだろう。また，基礎研究

の段階から保証付きの新技術を開発するまでには長年月を要する森林・林業の

研究では，社会変化のスピードを先取りする具体的実績を上げることは，しょ

せん無理なこととの見方もあろう。

いま必要なことは，森林・林業にあっては，生物害問題のみならず，あらゆ

る面で，事業そのものが実験的要素を多分に含んでいることの認識であろう。

そして事業主体と研究陣が共同して事業の一部に試験部分を取り入れて事業の

よりよい発展に必要なデータを取り，その成果を次ぎの実践に生かすという事

業と研究の合理的な一伽上を進めるべきである。

このような意味で，わが国の林業経営の障害となっている所有規模の零細性

は，生物害防除と野生動物管理の面からも克服すべき課題である。新たな林政

の方向として森林の流域管理システムの構築ｶﾖ進められつつある。この中に生

物害発生の監視体制をきちんと組み込む必要がある。これによって流域全体の

生物害の全体像がとらえられ，また，それなりの予測も可能になろう。後追い

を脱却する合理的な生物害対策や野生動物管理技術は，森林の流域管理システ

ムの中に位置づけられ，実証を繰り返しつつ改善されて，初めて現実のものに

なっていくであろう。

＜完＞

林業技術No.5911991.6
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竹谷昭彦

松くい虫防除はこう変わる
生物防除と発生予察の導入

1．はじめに

松くい虫の被害が問題になってからかなり久し

い。被害の経過を見ると，第二次大戦後の昭和20

年には被害材積が40万㎡,翌年の21年には93万

nfと激増し，以降も100万㎡を超す勢いで，激甚

を極めていた。

このような状況を，アメリカ合衆国の森林昆虫

学者R.L.ファーニス氏が調査して，日本の当時

の状況に合った防除方法を勧告した（ファーニス

勧告)。これを基にして，昭和25年に「松くい虫

等その他の森林病害虫の駆除予防に関する法律」

を制定して，松くい虫の対策にあたった。勧告の

中に示された主な防除方法は,r伐倒,剥皮,焼却」

であった。強権をもって防除にあたったので，さ

すがの松くい虫の被害も減少し，小康状態を保っ

ていた。

ところが，その後の社会経済的背景の変化，つ

まり産業の発展に伴う人手不足や燃料革命によっ

て，マツの被害木は放置されるようになり，被害

は幾何級数的に増加した。この間研究機関として

も防除方法を確立すべく，国立林業試験場観・

森林総合研究所）を中心に，マツを枯らす真犯人

を求め，さまざまな研究が行われていた。昭和46

年には枯損機構（マツノザイセンチュウーマツノ

マダラカミキリーマツ）力:明らかにされ，新たに

空中から薬剤を散布する方法がとられ,昭和48年

に空中散布事業が開始された。

これが契機となり，松くい虫被害の激増の最中

の昭和52年に「松くい虫防除特別措置法｣が公布

された。これは5年間の時限立法である。平成3

万、3
300一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

--.------.----------.-‐－_＝=＝r乱11，同‘-----.-.,...___------..--‐

０
０
０
０
２
１

被
害
材
積

__----.-----.--.-.---.---.---r,･･･L__－．． ~馬1弓＝

1I叩Ⅱ叩､ⅡI0

40455053545556601年

昭和平成

図･1松くい虫被害材積の堆移

年度は第3次特措法の最終年度にあたる。

現在，被害量は年々の防除努力により減少傾向

にあり，全般に微害地化してきている。また，新

たな知見が得られ，さらに森林に対する社会的要

望の重大な変化が生じている。これを踏まえて，

松くい虫被害を単にマツの被害としてだけでなく，

森林の機能を維持し，高揚させるという観点に立

脚し，被害対策を立てるという大転換期に至った

(図・1)。

2．従来方式の限界

現在行われている防除法を完全に実施すれば，

松くい虫の被害はもっと早く微害化できた。しか

しながら，諸般の事情により，完全に遂行するこ

とができない。このような状況下における現行の

防除方法の問題点を挙げる。

(1)特別防除（空中散布）

防除効果は顕著に見られ，数年で微害化できる。

しかし特別防除地域以外からのマツノマダラカミ

キリ（以下カミキリ）成虫の飛び込みがあり，特

林業技術No.5911991.6
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別防除を連年徹底して行っても被害を皆無とする

ことはできない。

(2)地上散布

地上散布は空中散布に比べ散布むらが生じやす

い。したがって，十分な枯損防止効果を得るため

に投下する面積当たりの薬量が空中散布の3．3倍

と多くなっている。このため，面積当たりの経費，

労力が多くかかり，特定地域の小面積の防除しか

できない点に問題がある。

(3)伐倒搬出および伐倒くん蒸

両方法とも枝条部をも含めて完全な処理を実施

した場合は,100％の駆除が可能である。しかし現

実には不十分な労働力，防除困難な地形，枯損木

査察の不完全さ，枝条部の放置，狭い処理面積な

どの要因により，完全な駆除はできていない。完

全に実施すれば，現場適応技術として効果を上げ

ることができるが，周囲が激害林を含む汚染地帯

では慎重にしなければならない。

(4)伐倒薬剤処理

薬剤の効果のバラツキ（処理時期，被害木の物

理的条件)および処理方法の不可避的な困難性(急

峻な地形，枝条部への散布)，不徹底性(枯損木査

察の不完全さ，全面散布の不徹底）により，防除

効果にむらが生ずることが多い。

(5)樹幹注入

浸透性殺線虫剤を健全なマツに適正量処理する

ことにより樹体全体に浸透していくが，木の側の

条件で必ずしもどの枝にも一様に分布するとはか

ぎらないため，効果のふれが生じる。環境への悪

影響のおそれのない優れた特徴があるが，その反

面，樹幹にドリルで穿孔する必要があり，その傷

の影響が残る。

(6)樹種転換

樹種転換は，カミキリの遮断とマツ枯損跡地の

有効利用を目的としている。樹種転換によるマツ

枯損防止は，カミキリの移動距離を超える相当の

規模で実施されないかぎり，その効果は期待でき

ない。この方法による完全な防止はかなり難しい

が，マツの更新地帯と樹種転換地帯の有効な配置

を計画的に実施すれば，大発生の抑止的効果は期

林業技術No.59119916

待できる。

(7)被害木の移動制限

移動制限の意義は，未被害地への被害の拡大を

阻止することである。もし，未汚染地域への被害

材持込みがまったくなくて，カミキリの移動によ

る拡大だけであったとしたら防除事業の効果も上

がりやすく，被害の広がり方と被害量は今日の姿

とはまったく異なったであろう。現実は野放し状

態のままで今日まで経過したとみなさざるをえな

い。

3．新方式のねらい

現在の枯損の動態は終息傾向にあり，被害歴の

古い地方では当初の激しさを失っている。被害歴

の新しい地域の多くは，材線虫病にとって好適な

環境条件ではなく，従来のような激しさを発揮で

きない。裏腹に防除を実施する側にとっては，こ

れは好条件下にあるといえる。被害の緊急回避の

時代は終わって，地域にとって重要な守るべきマ

ツ林については各地域で枯損動態を把握し，きめ

細かな恒久的対策を講ずるべき，あるいは講ずる

ことができる時代になった。

このような状況の中で，現行の防除方法の難点

を考慮しつつ，防除効果が低いとして採用されに

くかった天敵や生理活性物質等を利用した生物的

防除の導入を図る。生物的防除方法の導入は，侵

入害虫の勢いを土着化させることにより微害状態

の維持，つまり激化防止をしようとすることであ

る。今後この方法の開発と利用について主力が注

がれるだろう。

これとともに，微害マツ林の被害動向の把握が

必要である。微害マツ林といっても周囲の環境条

件の変動によって，いつ被害が急増するかもしれ

ない。この対策として枯損発生状況の効率的な監

視体制の確立と，シミュレーション手法の導入が

有効となる。その予測結果により，従来の防除方

法に加えて生物的防除，生理活性物質を利用した

防除などの方法を導入し，あるいは組み合わせて

効率的な防除体制を組み，評価することが必要と

なろう。

4．微生物防除法の開発経過とそのメカニズム



(1)天敵微生物の利用

天敵微生物の検索の結果，ボーベリア・バッシ

アーナ菌（以下ボーベリア菌という）が室内接種

実験で顕著な効果のあることが古くから証明され

ている。

従来は，この胞子懸濁液を被害丸太の樹皮表面

に散布してカミキリの幼虫を病死させる手法がと

られてきたが，胞子が樹皮に遮られて樹皮下に生

息するカミキリ幼虫に接触できないことや，紫外

線に弱く短時間で活性を失うため効果にバラツキ

があった。これらの欠点を補い効果を高めるため

に，胞子を樹皮下に導入する方法として，次の2

方法が考案され，試験されている。

1）キイロコキクイムシにボーベリア菌を運搬

させる方法

ポーベリア菌をキイロコキクイムシにつけて放

虫し，カミキリ幼虫の生息する樹皮下に運搬汚染

させ，カミキリに感染罹病させる方法である。こ

の方法は，キイロコキクイムシが独自で枯損木を

発見して穿入するために，発見困難な部分や枯れ

木や見落とし木がないこと，枯損木樹皮下にボー

ベリアを存在させることにより各種の樹皮下穿孔

虫，共生者，天敵虫などが二次運搬者として他の

異常木の樹皮下に持ち込むことなどの利点があり，

特に微害地での効果が期待される。

2）種駒によるボーベリア菌の導入法

ポーベリア菌を培養した種駒を，シイタケ栽培

と同様な方法で被害木に打ち込むことにより，樹

皮下のカミキリ幼虫に感染させ，殺虫する方法で

ある。施用実験では殺虫効果は安定していて今後

期待できる方法である。

(2)アカゲラ等鳥類の利用による防除

全国的に生息するアカゲラ等のキツツキ類を利

用して，カミキリの幼虫を捕食させるものである。

カミキリの幼虫を捕食するキツツキ類の中ではア

カゲラの捕食型が最大であるo1羽のアカゲラは

1冬に約14,000頭のカミキリ幼虫を捕食する潜

在能力を持っている。しかし，中大型のキツツキ

類の生息密度はそれほど高くならないので，マツ

枯れが進んだ地域では，キツツキ類の捕食だけで

9

マツ枯れを防止することは難しい。このためキツ

ツキ類によるマツ枯れの激化の防止は，微害地に

おいて効果が期待される。

(3)生理活性物質

新しい方法として，これまで開発された誘引剤

を特殊な容器に入れヘリコプターから投下し，同

時にこの地点に薬剤散布を行い，カミキリを殺虫

する手法が開発され，実用化に向けての試験を実

施している。

(4)その他

上記のほかに，カミキリの生殖器に寄生する線

虫の利用や，抵抗性育種による抵抗性苗木，抵抗

性交雑種（日本産クロマツに中国産馬尾松を交雑

して得られた和華松）苗木の供給がある。また，

新しい知見として誘導抵抗性を利用した防除や被

害回避法が検討されている。

(5)被害防止森林施業

マツは生態系の中では不安定な位置にあるとさ

れている。したがって除・間伐，樹種混交などの

施業を適切に行うことによって，その地位の維持

が可能であると考えられる。また，マツの材線虫

病に対する感受性の高低は水ストレスを主因とす

るとされているので，健全なマツ林を育成するこ

とは急激な環境の変化を抑制する，つまり抵抗性

の増加につながる。このような林には多少のカミ

キリやマツノザイセンチュウカミ侵入しても，被害

は大きくならない。

林内をきれいにすること，いわゆる山掃除は，

松くい虫以外の原因，すなわち被圧枯損木，風雪

害による折損木，林内に放置された除・間伐木，

主伐時の残存材などの感染源・繁殖源となるもの

を徹底して処理することになるので被害防止につ

ながる。

5発生予測と新たな防除システムの構想

現在既往の成果を要素として組み込んだ枯損動

態予測のモデルが作成され，検証を行っている。

これを基にシミュレーションを行い，被害発生動

向の予測を行う。このモデルを正確に稼働させる

ために，監視システムを確立して，モデルに組み

込まれている要素の資料を得ることが必要不可欠

林業技術No.5911991.6
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震視拠点'|犀詞犀瓢詞|箪視拠点
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シミュレーションに組み込む因子

気象に関する
サブ・モデル

カミキリに関する
サブ・モデル

線虫に関する
サブ・モデル

マツに関する
サブ・モデル

被害動向に関す
るサブ・モデル

| I

|統合モデル’

|地域別の被害の動向の予測｜

|防除対策の策定’

の条件である（図・2)。

シミュレーションによって，当該マツ林が今後

どのような枯損の推移をたどるのかを予測する。

予測の結果を基に，マツ林の機能に応じて今後の

対応策を決定する。対応策の決定にあたりシミュ

レーション・モデルを利用して防除方法の効果の

評価を行い，もっとも適した防除方法を選択する。

1つの防除方法で微害に誘導・維持できない場合

は，複数の防除方法を効率よく組み合わせた対策

を立てる。

一方，マツ林は高度の公益的機能を持ち，他の

樹種では機能の維持が困難な，いわゆる保護すべ

きマツ林と，自然な植生遷移に任せてもよいマツ

’

図･2被害予測システムの一例

林とに区分されるが，マツ林の機能に応じた防除

水準があるので，それを考慮した対策を立てる必

要がある。

松くい虫被害対策の中に，なじみの薄かった生

物的防除方法ならびに発生予測の手法を取り入れ

ることは，かつて見られない大英断である。マツ

林の健全化施業，防除手段の多様化を図るととも

に，監視システムを強化して，流域住民の総意と

して松くい虫防除の難事業に取り組む姿勢の現れ

であろう。

(たけたにあきひこ・

森林総合研究所森林生物部/生物管理科長）

森 林航測
日本林業技術協会編集

年度3回発行,B5判,24頁，定価570円，税17円(〒込）

●今年度の発行予定について●
今年度の｢森林航測｣誌は，本年8月下旬(164号),11月下旬(165号),1992

年2月下旬（166号）にそれぞれ発行の予定です。本年度もご愛読賜りますよ
う，よろしくお願い申し上げます。

◎お求めは，日林協事業部（直通壷03-3261-6969）まで
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樹幹注入剤のマツ樹体内への影響

1．はじめに

樹幹注入剤はマツ材線虫病の予防薬剤で，マツ

ノマダラカミキリが伝播するマツノザイセンチュ

ウを樹体内で増殖させない効果がある。環境に影

響を及ぼさず，予防効果も高いことから広く使用

されている。

一方，薬害として注入孔付近で，枝葉の枯れや

形成層の壊死による幹のへこみ，注入孔の癒合不

良が観察され，その改善策として根からの注入6)，

注入容器の改良5)，癒合剤の検討等から行われて

いる。

筆者は，これら外観上の異常より，検討を要す

るのは樹体内の異常であると考え，一連の試験を

行ってきた')2)｡今回はその試験の概要と，異常を

軽減する方向を検討したので紹介する。

2．樹体内に生ずる異常

樹幹注入を行ったマツを伐倒し玉切ってみると，

注入孔付近の辺材部で樹脂の浸出しない部分が見

られる。このような異常部分とはどのようなもの

か，そしてどの程度生ずるものかを明らかにする

ため，含水率測定,軟X線撮影,水分吸収試験,顕

微鏡観察，糸状菌の検出を行った。

(1)含水率測定

伐倒直後に異常部分の辺材部木片を採取し，生

材の含水率を測定した。図･1を見ると，注入孔付

近では正常部分の1/4程度にまで低下し,1m以

上離れてもなお正常部分より低くなっていること

がわかる。

(2)軟X線撮影による異常部分の判別

写真･1～6は，厚さ5mmの生材円板を軟X線

み～正常部分の平均含水率
“-4■い－号一今一口■‐凹凸白白●’■－－◆寺e■争一｡‐｡●●●巳｡‐

13卓
一
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－

０
０
０

異
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部
分
の
含
水
率
（
％
）

伽
．
○

倉●１
９
７
５
３

１

．･･宅
●●

識。
一
》
一
一
》

０
０
０ つ○:冬期注入

●：春期注入

↓9UUDIq

50100

注入孔からの距離(cm)

図・1異常部分の含水率
(メスルフェンホス50cc注入，

含水率＝水分／絶乾重×100）

撮影した陽画である｡軟X線撮影では,X線が透過

する際の密度の差が濃淡としてフイルムに記録さ

れる4>・生材を撮影すると含水率の差が明らかに

なる。そのため，写真･1の無処理木では，含水率

の低い髄付近だけが白く映っている。写真･2は，

樹幹注入剤を注入したもので，辺材部でも白く映

っているのが異常部分で，含水率の低いことを示

している。ただし，異常部分の中で黒く映ってい

るのは樹脂が固まったもので，生材円板を乾燥後，

アルコール・ベンゼン抽出を行って撮影すると消

えてしまう。

このように，軟X線撮影により異常部分を特定

できたので，今度はその範囲を測定した。胸高直

径10～15cmのマツを予防できる量の樹幹注入剤

を1本用いた場合,注入孔から下に0.7～1m,上

林業技術No.5911991.6
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写真･2樹幹注入剤施用木生材の軟X線写真
（陽画）

(含水率の低下した異常部分は白く映るので
判別できる。塩酸レバミゾール250cc注入，
注入孔より上10cm)

写真｡l無処理木生材の軟X線写真（陽画）

写真･3注入孔付近で葉

が黄化した枝の

生材軟X線写真

（陽画）

（メスルフェンホ

ス50cc注入）

１
１ ●

１
１
１
●
ｌ
●
ｌ
ｏ
Ｉ
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ
ノ
●
ｌ
●
１
．

０
０
０
０
０
０

Ｇ
屯
白
白
■
■
■
■
■
■
■

II

虫
が
の

見られたもの
９

７

５

３

１

注
入
孔
か
ら
の
距
離
（
迦

に約2mの範囲に異常部分が見られた。この異常

部分の断面積を測定し，体積を算出すると，ほぼ

1,000～1,500cnfとなる。もちろん大径木を予防

する場合には，これ以上の量の樹幹注入剤が必要

となり，異常部分の体積も増加することになる。

注入孔付近の枝で，葉が黄化して枯れたものは

どのようになっているか，枝の横断面を同様に軟

X線撮影したのが写真･3である。枝の大部分に異

常部分の広がっていることがわかる。

次に，異常部分の時間的経過を見ると，注入か

ら1カ月後にはすでに注入孔付近で含水率低下が

生じ,軟x線撮影で判別できる｡その後徐々に含水

率の低下が著しくなり，異常部分も増加するが，

1年後には安定する3)。

注入孔付近で，マツノマダラカミキリを含む穿

孔虫の産卵痕を見かけることがある。ほとんどの

場合，そのことによって発病枯死することはない

が,内部を軟X線撮影すると,異常部分が数倍に拡

大していることがわかる（図．2，写真･4)。また，

注入孑附近にカワラタケが発生したものを軟X線

撮影したところ，注入孔から50cm離れた位置で

も腐朽が認められた。

(3)水分吸収試験

●●

Uﾛﾛ■9

103050

異常部分の断面種(cw)

図・2異常部分の断面積
(酒石酸モランテル220cc注入）

異常部分は含水率が低下しているので，根から

吸収した水分が通っていないのではないかと考え，

染料を吸収させてみた3)。染料は酸性フクシンを

用い，その0.05％水溶液をポリバケツに入れ，4

月上旬に地際から切断した注入木を，枝葉を切ら

ずにそのポリバケツに立てて，戸外に3日間置い

てから玉切った｡写真･5を見ると，酸性フクシン

で染まらなかった部分は，軟X線で白く映った異

常部分と同様であった。すなわち，異常部分には

根から吸収した水分が通らないことが明らかにな

った。なお，供試木は10年生で，1日目には54

の水瀞夜を吸収し,3日間で合計1.0"@吸収して2

m以上の高さまで赤く染まっていた。

林業技術No.5911991.6
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』

写真･4樹幹注入剤を2方向から注入したマツの

軟X線写真(陽画）

（左方は穿孔虫の食入痕が見られ，右方の

異常部分と比較すると異常部分の拡大が

認められる。左方酒石酸モランテル220

cc注入，右方塩酸レバミゾール250cc注

入）

写真･6樹幹注入剤施用木異常部分の横断切片

（エピセリウム細胞の核が消失し，穎

粒状物質が充満している）

1

へ

’ ､

１
歩
ェ
４
食

ｌ
ｆ
●

＃ 写真･7無処理木横断面切片

1一戸軍一一＝ー一F-=｡-…一亭＝寅三零雪垂一
PI

w1w．』l△鴎.△職W珊珊暇WWWWWW慨剛WIWWIWWWWW
I

写真･5酸性フクシン水溶液を吸収させた樹幹注入

剤施用木

（酒石酸モランテル140cc注入）

(4)顕微鏡観察

写真･6は異常部分の横断面の切片を光学顕微

鏡で見たもので，写真･7の正常なものと比べる

と，樹脂道を囲むエピセリウム細胞（樹脂を分泌

する）の核が消失し，穎粒状物質が充満していた。

接線方向の切片では放射組織にも順粒状物質が見

られた。異常部分の黒い変色部を見ると，写真･8

のように菌糸が見られた。

(5)糸状菌の検出

異常部分の黒い変色部分について，糸状菌の分

離を行ったところ,D秒ﾉα趣・jlitzc7""0"2α属，

VZ7f恋允敗""〃属等の褐色の菌糸を持つ糸状菌

が検出された。

3．異常を軽減する方向について

｜
輔

一
一

貢

U一コ

写真･8樹幹注入剤施用木異常部分の変色部接

線方向切片
（菌系の充満が見られる）

樹体内で生ずる異常を少なくするには，新しい

樹幹注入剤の開発が急務と思われるが，既存の薬

剤を用いた施用法等の検討も必要である。現在も

継続中の試験で，解決策は見つかっていないが，

問題点も含めて異常部分を少なくする方向につい

て，要点を挙げてみる。

注入時期は，冬期よりも春期のほうが異常部分

の体積も少なく，含水率の低下も少ない（図・1)。

材噌業技術No.5911991.6
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木では注入する薬液量も多く，長期間継続するこ

とにより異常部分の蓄積が生じ，樹体に及ぼす影

響も増大することが予想される。

今回着目した異常部分以外の問題点では，加圧

注入による影響がある。異常部分を少なくするた

めの溶剤濃度を低くして，春期注入を試みると，

薬液の注入が困難になり加圧が必要になる。現在

行っているフットポンプによる加圧は2～3kg/

c㎡以下で，異常部分の増大する傾向は見られない

が，注入孔から薬液がもれるのではなく，樹幹の

数箇所から樹脂が流れ出て白く固まっていること

がある。過度の加圧は細胞になんらかの異常を起

こす可能性もあるので，加圧の限度やその影響に

ついて，十分検討する必要がある。

今後，樹幹注入剤の使い方としては，周囲のマ

ツ材線虫病の被害状況を把握し，他の予防法との

併用も検討したうえで，必要な薬剤堂を，なるべ

く異常を生じないように注入することが必要にな

る。樹幹注入剤の特長を効果的に生かすためにも，

樹体内の異常に目を向け，貴重なマツの健全な生

育を目指した適正な施用法の検討が望まれる。

（なかがわしげこ・千葉県林業試験場/研究員）

秋期注入については異常部分の測定を行っていな

いので比較はできなかった。しかし，秋期注入で

は動注入時からマツノマダラカミキリ発生時まで

半年以上経過するので，薬剤の残効期間を有効に

使って注入回数を減らすことにより異常部分を少

なくする観点からいうと，春期注入のほうが望ま

しいと思われる。

樹幹注入剤に含まれる溶剤の濃度は，低いほう

が異常の現れ方が少ない。ただし，溶剤は薬液の

吸収を促進し樹体中に浸透させる作用があるので，

低濃度にすると注入が現行より難しくなるので検

討が必要である。

同じ容量の薬液を注入する場合には，樹幹注入

剤の有効成分濃度も低いほうが異常の現れ方が少

ない。しかし有効成分濃度を低くすると，注入す

る薬液量を増やさなければ必要な有効成分量を注

入できなくなり，薬液中の溶剤の量も増えること

になる。どの程度の有効成分濃度で注入を行うと

異常を最小限に抑えられるのか，各薬剤について

今後試験を行う必要がある。

4．おわりに

樹幹注入剤による樹体内の異常をまとめると，

①水分通導のできない異常部分が生ずる，②異常

部分では含水率の著しい低下が生じ，穿孔虫や腐

朽菌，変色菌の侵入も見られ，異常部分が拡大す

る例もある,③形成層の壊死によるへこみは,徐々

に巻き込んで治癒する例も多いが，樹体内の異常

部分は治癒せず，注入を行うたびに増加する。こ

れらは市販の樹幹注入剤に共通する現象で，大径
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蝿用森の虫の1⑪⑪不思議
四六判・224頁

定価1,200円

「一寸の虫にも五分の魂Iというように，一見無意味に動き回っているように思われ
る虫たちにもそれぞれの生活があり，ほかの植物や動物と密接な関係を持って暮らし
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した精英樹混合系を用いた。精英樹からの種苗の

成長の比較対照には，スギ，ヒノキとも県内の普

通母樹林産の種子による実生苗（以下在来系と呼

ぶ）を用いた。

3．精英樹系実生苗による15年生次代検定林の

成績

ヒノキについては10カ所の検定林に植えられ

ている18家系について調査が行われているので，

これらが在来系に比べてどのような成長をしてい

るか紹介する。表･1に示すように，精英樹系は在

来系に比べて10年生時には樹高で7%,胸高直径

で9％，15年生時には樹高で5％,胸高直径で6

1．はじめに

昭和44年から,県のスギ・ヒノキ精英樹次代検

定林設定事業が開始され，スギ，ヒノキ合わせて

50カ所の検定林が設けられた。これらの検定林の

15年生までの成績が県林業技術センターの担当

者らによって報告されている')2)。そこで，これら

の内容と天竜地域の精英樹による造林の一事例を

紹介して，静岡県における精英樹系苗木による造

林の概況報告の一端としたい。

資料を提供していただいた青山喜宥氏，井出雄

二氏，近藤晃氏らにお礼申しあげる。

2静岡県の精英樹と次代検定林

昭和31年に｢林木育種事業指針｣が定められて

以後，各都道府県では現存林分中から表現型の特

に優れた個体を選抜して精英樹とした。次いでそ

のクローンを養成して採種穂園を造成し，その種

子やさし穂を造林事業に供給する一方，実生苗お

よびさし木苗を用いて次代検定林を設定した。次

代検定林は，選抜された精英樹の特性の再評価と

次代での特性の発現を検証し，選抜育種の効果を

把握するために設定された。

静岡県の精英樹は県下全域からスギ51本,ヒノ

キ27本が選抜された｡次代検定林は,スギは24カ

所に，ヒノキは26カ所に設定された｡次代検定林

に植えられた苗木は，スギは採種園の精英樹

から母樹別に採種・養苗された自然受粉によ

る半兄弟家系（以下精英樹系実生と呼ぶ）46

家系と，精英樹から採穂・養苗されたさし木

36クローンである。ヒノキはスギと同様の半

兄弟家系21家系と通常の造林に使用される

種苗として，精英樹採種園産種子を混合養苗

写真．lヒノキ精英樹実生苗による次代検定林
（天竜市熊・15年生）

表･1ヒノキ精英樹次代検定林（実生）の成長状況

樹高(m)胸高直径(cm)

1年目’5年目'10年目'15年目'10年目'15年目

う
８
５
４

・
０
・

７
１
７

く Ｊ
４
９
８

ス
佃
６

く
11.0

(106）

10.3

精英樹系

在来系

Ｊ
７
０
７

１
側
Ｑ

く
2．6

(105）

2．5

5．3

(107)

5.0

（）内は在来系に対する指数
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スギについては,22カ所の検定林に

植えられている46家系の成績を紹介

する。精英樹系実生と在来系の成長を

比較すると表・2に示すように,15年生

時で精英樹系は樹高で2％，胸高直径

で3％それぞれ在来系を上回っており，

精英樹系実生は在来系と同等の成長を

示している。多くの報告で精英樹系が

在来系より良い成績を示しているよう

であるが，本検定林の場合は在来系に

用いている種苗が普通母樹林産の比較

的優良系統であるため，精英樹系と在

来系の差が小さいと考えられる2)o

以上のように，スギ，ヒノキとも精

英樹系実生は全体として在来系と比べ，

‘ⅢⅡnnnr

ｊ

推
定
樹
高
ｍく

一

一一

－e､画一

一 戸

7

了
在
来
系

伊
豆
１
号

富
士
４
号

大
井
３
号

伊
豆
２
号

大
井
１
号

伊
豆
４
号

精
英
樹
混
合

安
倍
１
号

天
竜
２
号

富
士
２
号

精
英
樹
系
平
均

天
竜
１
号

安
倍
２
号

富
士
５
号

伊
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３
号

富
士
１
号

富
士
６
号

伊
豆
５
号

図･1ヒノキ家系・系統ごとの地位Ⅱにおける
15年生時の推定樹高

少なくとも同等以上の成績を示している。ま

た，在来系のように樹高の大きい指定母樹林

から採種する労力，コストを考えると，ジベ

レリン処理など着花結実促進が容易で，安定

的に得られる採種園産の精英樹系種子は，種

苗生産の面で効率的である。なお，精英樹家

系間の成長差は，スギ，ヒノキともに，大多

数の家系間において大きくはないようである。

4精英樹系さし木苗によるスギ林の成績

(1)次代検定林の成績

22カ所の検定林に植えられている36クロ

ーンの15年生までの成績は，表･3のとおり

である。一般に，さし木苗は実生苗に比べて

｜造林地での初期成長が劣ることが知られてい
る。静岡県の次代検定林でも，現在までのと

ころ在来系（実生）に比べて精英樹系さし木が劣

っている。しかし，表･3の成長状況に示すよう

に，5年目以降では林齢の増加に伴い，樹高，胸

高直径ともに在来系に対する精英樹系さし木の指

数が大きくなっており，両者の差は今後いっそう

縮小していく傾向にあると考えられる。

精英樹さし木クローンは，精英樹系実生に比べ

て系統間差が大きく，成績の良いクローンと悪い

クローンが明らかになってきた。成績の良いクロ

ーンとしては，天竜9号，安倍3号，大井6号，

表･2スギ精英樹次代検定林（実生）の成長状況

（）内は在来系に対する指数

表･3スギ精英樹次代検定林（さし木）の成長状況

（）内は在来系に対する指数

％それぞれ大きくなっており，全体として精英樹

系が在来系を上回った成長を示し，精英樹系の成

長面での優位性が認められる。

次に，家系によって植えられている検定林が異

なるため，全部の家系を統一して比較できるよう

に，平均的な立地における各精英樹家系の樹高を

推定したものを図．lに示す｡図は在来系の樹高が

7.4m(地位11)のときの各精英樹家系の推定樹高

である。大部分の家系が在来系と同等以上の成長

を示している。
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精英樹系

在来系

樹高（、）

1年目

0．7

(100）

0．7

5年目

2．9

(100）

2．9

10年目

6．1

(102）

5．9

15年目

9．6

(102）

9．4

胸高直径(c、）

10年目

8．1

(101）

8．0

15年目

12.2

(103）

11.8

精英樹系

蕊孫侯生）

樹高（、）

1年目

0.6

（81）

0．7

5年目

､2.0

（67）

2．9

10年目

4．5

（76）

5‘9

15年目

8．0

（83）

9．6

胸高直径(c、）

10年目

6.0

74）

8.1

（

15年目

10.2

（84）

12.1



写真･2スギ精英樹系さし木苗による15年生林
（天竜市横山・背山氏山林）

伊豆10号が挙げられ,成績が良くないクローンと

しては大井10号，伊豆8号，天竜11号，大井4

号，大井9号が挙げられる。

(2)林業家による保育成績

天竜市森林組合役員青山喜宥氏所有の精英樹系

さし木苗による15年生林の保育の状況を紹介す

る。使用クローンは天竜，大井，安倍系の数クロ

ーンであり，地位は上の下である。現在の成立本

数は4,300本/haで，樹高9.2m,枝下高6.3m,

胸高直径9.7cmである｡写真･2のように,通直で

そろった成長をしており，良質材生産の林型にな

っている。下刈りは9回(6年生までに終了)，枝

打ちは4回，除・間伐は4回，つる切りは下刈り

と同時に2回それぞれ実施している。すでに間伐

材で足場丸太の収種を得ている。

青山氏はこれまでの経験から，精英樹系さし木

の在来系（実生）に比べての利点として，幹が通

直で，枝が細くやわらかいため枝打ちがしやすく，

図書のお知らせ

17

巻き込みが早いことを挙げ，不利な点として

10～15年生ごろまでの成長が遅いことを挙げて

おられる。そのうえで，初期成長が遅いことは材

質面からは有利であるとし，精英樹さし木の有利

性を強調されている。ただし，下刈り終了年数や

枝打ちのしやすさ等，保育作業のしやすさや成否

は，立木密度や実施林齢などにも大きく左右され

ることはいうまでもない。

5おわりに

以上のように，静岡県の精英樹系の成長は，実

生では在来系に比べて少なくとも同等以上であり，

またスギさし木クローンは，これまでの成長では

在来系実生よりやや劣るが，樹形，幹形などの形

質では実用の場でその有利性が評価されている。

また，最近では，静岡県の一般造林用として植栽

される苗木は，スギではほとんど100%が，ヒノ

キでは四十数％が精英樹系で占められており，精

英樹に由来する苗木が森林造成と種苗生産の効率

化に大きな役割を果たしている。しかし，次代検

定林は設定後年数が浅く壮齢期の状況が未知であ

るから，今後さらに成長形質の経年的な調査が必

要であると同時に，樹形，幹形，材質など質の面

からの検定を急がなければならないだろう。

(いとうもりお・静岡県林業技術センター/研究技監）

参考文献

1）井出雄二：ヒノキ精英樹次代検定林の成績一
設定15年目の調査結果，静林技セ研報17,1989
2）近藤晃・山本茂弘・井出雄二：スギ精英樹次代
検定林の成績(11)一植栽後15年目までの結果，

静林技セ研報18,1990

新 版緑化樹木の病害虫
(上）病害とその防除：小林享夫著(326頁）

(下）害虫とその防除：小林富士雄著(350頁）
●目的の病害虫がすぐに探せます。各巻本体価格3.500円（〒実費）

◎お求めは，日林協事業部（直通窓03-3261-6969)まで

＝発行日本林業技術協会
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1．ことの起こり

渡辺資仲先生(東京大学名誉教授，元千葉演習林長）

が千葉演習林長として昭和29年春に赴任して感じた

素朴な疑問一スギ・ヒノキ苗はなぜ2割も活着せ

ず,また植えた年から直ちに成長しないか一から出

発した研究成果の1つ，「造林技術の再検討｣が｢林業

技術」誌に掲載されたのは1959年（昭和34年）であ

った2)。先生は以前から植付け(技術)がきわめて重要

であるにもかかわらず技術的にも，経営上も重きを置

かれていないこととともに，いくつかの問題点を具体

的に指摘しておられる')。1961年「一年一米伸びるス

ギ林の仕立方一タネ・苗木･林地．植え方」が「山

林」誌に掲載され，植付け技術の重要性がますます注

目を集めるようになってきた3)。

ていねい植えは,昭和30年代に生まれた実際的な造

林技術の1つである。当時全国的に強力に推進された

造林事業を背景に造林技術に関する関心は高く，技術

研修の機会も多かった。渡辺先生は，こうした研修会

や見学会の指導者としても精力的に活躍された。本稿

では渡辺先生の書かれたものを中心に，考え方，内容

等を紹介してみたい（以後敬語・敬称は省略させてい

ただく)。

2．「ていねい植え」

渡辺の書いたものには，ていねい植えという言葉は

ほとんど見かけない。むしろ意識してこの用語を避け，

｢基本的な植え方」とか，「耕うん植栽」を用いている。

1962～63年(昭和37～38年）「林業新知識｣誌上の

林業教室「苗木は生きている，その1～10」の中では

｢基本的な植え方｣を用いているし，1965～66年(昭和

40～41年）「現代林業｣，「根は語る，その’～5｣でも

｢基本植栽，或いは耕うん植栽」となっている。

文献12では,r国有林ではこの基本的な植え方を耕

うん植栽と称したが，当を得たものであろう，鞍かに

は深植え植栽とする人もあったがこれは正確ではな

い」としている。文献6では，いい植付けのことを耕
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うん植栽，あるいはていねい植えといっているが，本

来は植付け作業の基本となる考え方を十分に取り入れ

たものであるから，基本植栽というべきものである，

と述べている。

植栽直後からの確実な成長を実現するためには，苗

木の生理を熟知する必要がある。掘り取られた苗木は

いわば異常な状態にあり，植付け後根系の形成が早く

行われ，水分や養分の吸収が旺盛になり，地上部の成

長が開始するように条件を整えてやるのが正しい植栽，

基本的植栽の科学的根拠になると考えた。

当時1日1人の植栽本数は普通250～300本で,労力

不足の折から班ごとの競争や植付け適期の制約のため

工程確保が優先し，補植率は高かったが，一方では補

植や下刈の労力不足も問題であった。

当時の植え方としては，一鍬植え，三鍬植え，十鍬

植え，三鍬一打植え，置き植え，丘植え，ていねい植

えなどがある。もっとも一般的な植え方は五鍬植え相

当であろう。したがって，根は丸められたまま押し込

められ，多少苗木を上下に揺さぶりながら土をかけて

も，土と根の接触は不十分である。これでは当年は根

づくだけで，成長する段階にまで苗木の状態が回復し

ていないことを示している。

篤林家といわれる人たちは,周囲で1日に400～500

本も植えているときに,150～200本くらいをていねい

に植えて良い成績を上げてきた。共通していることは，

植え穴を大きくし，深く掘り土をよく耕している，根

を十分に広げて植えている，ことである。

地栫えについても考え方は，植付けを容易に行うた

め地表物（枝条や潅木）を刈払うなどの単なる準備作

業とする.のではなく，植え付けた苗木の活着やその後

の成長を考えるべきものとした。

3．基本的な植え方の実際

(1)平地の基本的な植え方（図．1,3）：①地被物を1

m四方かきのける。②表層の肥えた黒い土を片方に寄

せる。有機物に富み，榊造の良好な表土を根に接触さ
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（2）

難
(I)

C、

ﾄー =40Cm|彗封

ー害

'一・・・・・斗Uし01'．－1

図･2傾斜地の基本的な植えかた図･3植える深さの程度

図･1平地の基本的な植えかた (1)普通は苗木地上部の1/4が地中に入
る,(2)乾燥地では1/3,(3)ヒノキ･マツな
どは葉が入らない程度に深く植える。

全面を耕す(第 枝は入れたほうがよい，(4)苗畑にある

ねぃなものでなときの地際

耕すことで，根(6)苗木の小運搬と配布：植え方4～5人に苗木配

iさ30cmの穴を布係1名を配置し，さらに配布係に苗木集荷所から運

の場合の穴の大搬する係を置くと，苗木配布と植栽が正しく効率的に

ものである。第実行できる。

｡⑤穴の中央に (7)活着と補植：枯損が発生していることは,活着し

木の根を広げてたものでもその程度の悪いものがあることを示してお

ぶりながら黒土り，それらに成長は期待できない。不利な気象条件な

する。途中でよどが発生すると，かろうじて生存している苗木に枯損

にする場合，根が発生する。

みつけたところ⑧植栽時期：植付けの適期は地方により，年により

。さらに土をか異なるのは当然であるが，適期以外でも基本的植え方

耕うんをしなかによれば10日や20日は，ずれても心配はない。粗雑

囲に鍬を打ち込な植え方でなんとか時期に合わせても，結局は枯損が

二踏みつけた後，続出する。

う。4．基本的な植え方の効果

え穴を埋める土表．lに新旧植栽工程の比較を示した｡ていねい植え

土は下方に段状では植付けに多くの人手を要しても，下刈期間が短縮

となる。されるので結果的に約80％の人工で済むことがうか

っても苗木が上がえる。

表･2は造林経費を比較したもので,金利を考慮すれ

!さの基準は,苗ぱその差は大きい。もし仮に総経費が同一であっても，

である。乾燥時成長が良いだけプラスとなる。

えの利点として，文献6には実例（失敗例と成功例）が例示され，個

を多くできる，別に理由を解析している。一例を挙げると，植え穴を

葉の養分の転流大きくしたため乾燥を促した，植付けに時間を要した

の効果がある。ため乾燥した，などである。

D効果をいっそ一方，成功例として異常乾燥時の被害回避例がいく

つか紹介されている。

せる土として利用するためである。③全面を耕す(第

1の耕うん)｡天地返しをするほどていねいなものでな

く，土をほぐす程度。植え穴周辺をも耕すことで，根

の伸長が容易になる｡④直径40cm,深さ30cmの穴を

掘る。これが第2の耕うんとなる。この場合の穴の大

きさは50～60cmの苗木を標準としたものである。第

1の耕うんは植付け後に行ってもよい｡⑤穴の中央に

黒土を両手を使って盛り上げる。⑥苗木の根を広げて

盛り土の上に置き，苗木を上下に揺さぶりながら黒土

をかけ，根の間に土が入り込むようにする。途中でよ

く踏みしめる。⑦施肥を植付けと同時にする場合,根

の上に10cmほど土をかけて，よく踏みつけたところ

で，この穴の内側に沿って肥料を置く。さらに土をか

け，最後によく踏み固める。⑧第1の耕うんをしなか

った場合には植付け後，植付け穴の周囲に鍬を打ち込

む。⑨苗木の根元に土を盛り，十分に踏みつけた後，

取り除いていた枝条を戻し，地表を覆う。

(2)傾斜地に植える場合（図・2）：植え穴を埋める土

には斜面上方の土を用い，掘り出した土は下方に段状

に残すので，小規模な階段造林と同様となる。

(3)踏みつけの強さ：苗木を引っ張っても苗木が上

がらないくらいによく踏みつける。

(4)植付けの深さ(図・3）：植付けの深さの基準は,苗

木の地上高の1/4を地中に埋めることである。乾燥時

期や乾燥土壌の場合は1/3まで。深植えの利点として，

根を乾燥から防ぐ，幹からの側根発生を多くできる，

風による動揺を防ぐ，地中に埋まった葉の養分の転流

でほかの部分の成長が良くなる，などの効果がある。

(5)施肥の考え方：施肥は基本植栽の効果をいっそ

う高めるためのものと考える。

林業技術No.5911991.6
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表･1新旧植栽工程比較（人/ha,4.000本/ha) に発言しえない作業主任の

心情に哀惜を覚えたと前書

きし，ていねい植えは従来

植えに比べ，植付け経費は

多くかかるが，活着が良い

のと初期成長が良いので補

植費と下刈費力軽減され，

初期造林事業の総経費とい

う点で有利になるが，てい

ねい植えに関する教授のね

らいと,O氏の期待とのず

れを指摘している，)。

I生は,O氏の意見には

ていねい植えによって，補

植費と下刈費が軽減できた

ことに関する具体的な記述

はないが,20本程度の試験

では比較は無理である。ま

た,O家の山では活着が良

いようなので,｢ていねい植

え」の効果は目だたない。

しかし,･一般の造林地では

2，3割の枯損は普通なの

で，「ていねい植え｣の効果

は大きいはずである”)，と

地据え｜植付け補植｜下刈｜合計

|日来の方法（250本/人日）

ていねい植え（90本/人日）

7年間96

4年間58

30

15

16

45

６
０

148

118

渡辺1987,p.148

表･2造林経費（平均2mに成長して下刈が完了まで） （円/ha)

試蒙地｜仲の沢｜吉川｜大窪 備考
■■

植栽年月（昭和）

植栽工程（本/日）

植栽本数(ha当）

34.1現在樹高(m)

32．3

100

4,000

1．64

31．4

220

4,000

1．05

29．4

240

4,000

1．38 ｜賃金350円/人
苗木代（約4円/本）を含む，

下刈工程1回につき10人/ha

補植率：吉川13％,大窪9％

年
目
目
目
目
目
目

″
年
〃
年
〃
年
年
年
年

当
２
３
４
５
６
７

掴寸

下刈

補植

下刈

補植

下刈

下刈

下刈

下刈

下刈

21,950

7,000

2,395

7,000

1,246

7,000

7,000

7,000

3,500

3,500

30,000

7,000

0

7，000

0

3，500

0

0

0

0

22,300

7,000

2,955

7,000

0

7，000

7,000

3,500

0

0

所
用
経
費

補植率：大窪5.6％

I卜

合計

元利合計

47,500

55,642

56,755

71,740

67,591

92,708 年金利6％

渡辺1959,p.18の表を改編

なお，後編では技術は固定的なものではなく，効果

は永続的ではないこと，条件によっては耕うんが乾燥

を促進する場合もあることなど，基本的な考えを常に

頭に置きながら，応用動作を的確に行う重要性を指摘

している。

5．成果とその評価

山内．柳沢（1973）は，ていねい植えの省力性を評

価している7)。1985年，「山林｣誌上に，どちらかとい

えば批判的な随想が掲戦された8)｡O家の持山の管理

をしている作業主任が,T大学の千葉県内の演習林で

T教授(W教授とすべきか）のrていねい植え」の講習

会に参加して大いに意欲を燃やし，比較のための植栽

を行った経過と結果を述べたものである｡O家では’1

日に150～180本植えて枯損はほとんどない｡T教授の

新技術と比べたところ，植栽後ある時期に差が見られ

たが，10年後ごろから「従来植え」が追いつき，’3年

後にはほぼ樹高が等しくなった。林業では画一的な技

術は通用しない。

これに対しT生は,先進技術提唱者の孤独感と,対等

述べている。

次いで佐々木も耕うん植栽の一事例を紹介してい

る'1)。鳥取営林署青木国有林の事例で，成長に関する

資料を表・3に示した。

伊藤は，梅の木平国有林の林木成長促進試験の結果

を紹介している'3)。梅の木平国有林(八王子市南浅川

町)で,昭和40年から林野庁研究普及課が開始した｢林

木の成長促進試験｣は,必ずしもT教授の提唱された5

つの条件に基づく山づくりを目指したものではない。

しかし，あらゆる造林技術の駆使，つまり，造林技術

の総合化を目指したものであり，渡辺の5条件の具体

的な実例ともいえる。測定は10年生までは毎年,以後

15（昭和55年)，20（昭和60弱年生時に行われた。

植付け後3，4年で下刈の必要がなくなり，15年生時

に第1回の間伐，20年生時に第2回の間伐が行われ

た。15,20年生時の成長記録のほか，育苗，苗木運搬，

地栫え，病害虫発生等全般にわたって詳しく紹介され

ている。表･4に示したのは成長経過である。直後の成

長は明らかに差があり，下刈期間・回数が大幅に節減
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(単位:cin)表･3植栽方法別スギの成長比較（樹高および根元直径）

試験地2（44.10植栽）試験地1（43.11植栽）
巴オq■■

高 根元直径測定年月 樹高 根元直径 樹

CrW>B110>A100

C360>B353>A307

A650>C620>B570

６
４
堅
・
０

２
５
１

Ａ
Ｂ
Ｂ

シ
ン
ニ

８
５
０

２
５
１

Ｂ
Ａ
Ｃ

ン
シ
シ

０
３．
．
２

３
６
１

Ｏ
Ｃ
Ａ

７
３．．
０

１
４
１

Ａ
Ａ
Ｂ

ン
ジ
ニ

９
３．
．
０

１
５
１

Ｂ
Ｂ
Ｃ

シ
ン
ニ

ー
４
０

２
５
１

Ｃ
Ｃ
Ａ

C153>B144>A132

C383>A347>B340

A710>C680>B630

47.11

53.11

58.7

佐々木1986,p.38．注)'膨統方法:A=普通,B=耕うん,C=超耕うん

表･4梅の木平国有林林木成長

促進試験におけるスギの
成長比較

対照区 備考処理区1 処理区2

(21～26）

42（175）

3．1（163）

19%(100)

24(100)

1．9（100）

(100)

3．5（100）

7.0(100)

10.0（100）

12.2（100）

周辺では30～50%当年5月までの枯損率

当年11月までの上長成長(cm)

3年生の樹高(m)

4年生〃

5年生〃

10年生〃

15年生〃

20年生〃

4～5％

38（158）

3．6（189）

（129）

4．2（120）

7．8（112）

10.5（105）

12.9（103）

4.5（129）

104（104）

126（103）

伊藤敵1987,P.188,図･4ほかより。

注1：前年12月雑瀧木･雑草を全刈してそのまま林地に置き，植栽箇所に竹を立てこれを

中心に幅80cm,奥行き60cm,深さ40cmを耕し，大きな石は除去した。以上の地

栫えに約100人/haを要した。

注2：処理区1，2はともにていねい植え（深植え）であるが，内容は若干異なる（植栽

工程51本/人日，施肥を含む)。

されている。その後年数とともにその差は縮まり,10(やまねあきおみ・東京大学農学部/千葉演習林長）

年後では約10％，15年後では約5%,20年後にはほ

とんど差がなくなっている。これは,O氏および烏取営参考文献

林署青木国有林の測定結果ともほぼ同じである。1）渡辺資仲19552植え付けに関する二,三の問題,育林
学新説（中村教授還暦記念事業会編)，朝倉書店，

6．おわりに
98～115

ていねい植えが当時の形で現在でも盛んに行われて2）涯辺資仲1959：林業技術Nq205,17～19
いるかといえば，たぶん否と答える人が多いものと思3）渡辺資仲1961:山林NQ930,10～15

われる｡しかし,現実の植識方法を見ると,必ずしも：}灘職購辮灘澗;§二壁欝え方とその実
そうとはいえない。やはりその考え方の根本は生きて 際｣，全国林業改良普及協会,216pp.

いるのである。むしろ基本的な考え方は一般化し，本6）渡辺資仲1970：第1選耕うん植栽（林業新技術33
選)，全国林業改良普及協会，1～14

数の多いことを競う弊害はなくなっている。 7）山内倭文夫・柳沢聡雄1973：造林編・育林,林業技術
と同時に，本来この技術で追求した究極の目標，生史第3巻(造林編森林立地編，保護．食用菌編)，日

産性が高く，かつ，経済的な造林保育技術体系の確立 本林業技術協会，135～415

は,‘,霞だ不十分である｡外材との競合がますます深；蕊藤蝋8州撰撒i712m4'
刻になった今日，例えば，北米の針葉樹造林と比較し10）宮崎県I生1985：山林Nn1219,64

て格段に高いわが国の造林保育蟹をいかに軽減するか11）佐々 木隼人1986：耕うん惟鐡の一事例，山林NO1227,
36～39

を考える際,ていねい植えが発想され，科学的な裏付12）渡辺資仲1987:「山つくりの技術｣,全国林業改良普及
けを基に体系化され，熱心に研修された経緯をもう一協会,190pp

度見直してみることが必要ではなかろうか。（林学)研13）伊藤敵1987：付・山つくりの技術－その実例
一梅の木平国有林の林木成長促進試験（渡辺資仲

究は盛んであるが，植付けの科学と技術のような地味1987:「山つくりの技術｣，全国林業改良普及協会),
な分野の研究が少ない今日，特にその必要性を痛感す173～190

る。
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ま
で
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
作
っ
た
ニ
ワ
ト
コ
の
木
幣

が
、
い
つ
し
か
簡
単
に
で
き
る
幣
帛
に
変
わ
り
、
そ

れ
に
つ
れ
て
、
こ
の
木
が
従
来
木
幣
の
材
料
と
し
て

果
た
し
て
き
た
役
割
が
終
わ
り
、
た
だ
、
「
神
の
い
ま

す
社
に
奉
仕
す
る
た
め
の
木
」
を
意
味
す
る
「
宮
仕

う
木
」
の
名
だ
け
が
残
っ
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
私
は

考
え
る
が
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
『
万
葉
集
』
に
「
君
が
行
く
け
長
く
な
り
ぬ

山
た
づ
の
迎
へ
を
行
か
む
待
つ
に
は
待
た
じ
」
と
詠

ま
れ
た
「
や
ま
た
づ
」
は
ニ
ワ
ト
コ
の
こ
と
で
、
こ

の
木
の
対
生
の
羽
状
複
葉
が
、
相
向
か
い
合
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
や
ま
た
づ
の
」
が
、
「
迎
え
る
」

の
枕
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ

れ
と
同
根
の
タ
ズ
ノ
キ
の
異
名
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
タ
ズ
は
、
お
そ
ら
く
、
対
生
の
羽
状
複
葉
を
、
鶴

が
羽
を
広
げ
た
姿
に
見
た
て
、
鶴
の
古
名
「
た
づ
」

の
名
で
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
本
に
、
「
タ
ツ

は
ダ
ツ
（
脱
）
の
意
で
、
茎
が
中
空
で
中
に
髄
が
つ

ま
っ
て
い
る
か
ら
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
と
う
て

い
人
を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
説
で
は
な
い
。

ニワトコ小野蘭山・島田充房『花葉，

形
態
・
分
布
な
ど
本
州
、
四
国
、
九
州
の
山
野
に

普
通
に
生
え
、
朝
鮮
半
島
南
部
、
中
国
に
も
分
布
し

て
お
り
、
本
州
北
部
、
北
海
道
に
は
花
序
に
粒
状
突

起
の
あ
る
変
種
エ
ゾ
｝
一
ワ
ト
コ
が
あ
る
。
高
さ
三

～
六
メ
ー
ト
ル
の
落
葉
低
木
ま
た
は
小
高
木
に
な
り
、

樹
皮
は
コ
ル
ク
質
が
発
達
し
て
縦
に
深
く
割
れ
目
が

で
き
る
。
茎
の
髄
が
太
く
、
質
が
均
一
な
の
で
、
顕

微
鏡
で
植
物
の
組
織
を
調
べ
る
た
め
薄
く
切
る
と
き

こ
の
髄
を
使
う
。
冬
芽
に
は
葉
芽
と
混
芽
が
あ
り
、

っ
ぽ
み
と
葉
を
包
ん
だ
混
芽
は
、
大
き
く
膨
ら
ん
で

枝
に
対
生
し
て
い
る
。
早
春
に
り
ん
片
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
た
混
芽
か
ら
は
、
ク
モ
の
足
を
思
わ
せ
る
細
く
巻

い
た
葉
片
が
現
れ
て
く
る
。
そ
の
中
央
に
は
、
か
え

っ
た
ば
か
り
の
ク
モ
の
子
に
似
た
、
ア
ワ
粒
の
よ
う

な
っ
ぽ
み
が
無
数
に
か
た
ま
っ
て
い
る
。
四
～
五
月

に
は
葉
は
二
、
三
対
の
小
葉
を
つ
け
た
羽
状
複
葉
に

な
っ
て
広
が
り
、
枝
先
に
頂
生
し
た
円
錐
花
序
に
白

色
の
小
花
が
多
数
咲
い
て
く
る
。
果
実
は
小
粒
で
液

果
状
の
核
果
に
な
り
、
六
～
七
月
赤
く
熟
す
。
果
実

が
黄
熟
す
る
キ
ミ
ノ
ニ
ワ
ト
コ
も
あ
る
。

ニ
ワ
ト
コ
の
若
芽
に
は
一
種
の
臭
気
が
あ
る
。
山

菜
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
食
べ
ら
れ
る
と
書
い
て
あ
る

が
、
あ
る
山
荘
で
本
の
説
明
ど
お
り
に
く
た
く
た
に

な
る
ま
で
ゆ
で
、
二
時
間
水
洗
し
た
の
ち
食
べ
た
と

こ
ろ
、
数
名
が
腹
痛
下
痢
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ゆ
で
方
や
水
洗
が
不
足
の
と
き
下
痢
す
る
こ
と
は
、

白
井
光
太
郎
『
樹
木
和
名
考
』
に
も
書
い
て
あ
る
。
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ニ
ワ
ト
コ
（
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
）
は
、
春
の
芽
立
ち
が

す
ば
ら
し
く
、
花
や
果
実
が
け
つ
こ
う
人
目
を
ひ
く
わ

り
に
は
、
木
の
姿
そ
の
も
の
に
あ
ま
り
魅
力
が
な
く
、

し
か
も
そ
こ
ら
の
野
山
に
あ
り
ふ
れ
た
樹
木
だ
け
に
、

今
で
は
庭
に
植
え
て
観
賞
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

し
か
し
、
葉
と
幼
茎
を
利
尿
剤
に
用
い
た
り
、
茎

葉
を
せ
ん
じ
た
も
の
が
骨
折
や
傷
の
薬
に
な
り
、
若

芽
を
食
用
と
し
、
材
を
細
工
物
に
利
用
す
る
な
ど
、

ず
い
ぶ
ん
と
効
用
が
あ
る
た
め
、
昔
は
庭
の
周
辺
に

こ
れ
を
栽
植
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

ニ
ワ
ト
コ
の
語
源
を
、
『
大
言
海
』
に
「
庵
っ
丑
”
お

の
略
転
」
と
あ
る
の
も
、
昔
こ
の
木
を
ウ
コ
ギ
と
と

も
に
生
け
垣
と
し
た
た
め
と
い
う
が
、
こ
の
説
い
さ

さ
か
こ
じ
つ
け
め
い
て
い
て
、
信
用
が
お
け
な
い
。

『
本
草
和
名
』
に
は
「
接
骨
木
和
名
美
也
都
古
木
」

と
あ
り
、
源
俊
頼
の
歌
集
『
散
木
奇
歌
集
』
（
二
二

七
年
ご
ろ
）
に
「
春
た
て
ば
芽
ぐ
む
垣
根
の
み
や
つ

こ
木
、
我
こ
そ
先
に
思
ひ
そ
め
し
か
」
と
い
う
歌
に

詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
い
時
代
に
は
、
ニ
ワ
ト

コ
を
ミ
ャ
ッ
コ
ギ
と
称
し
て
お
り
、
現
在
八
丈
島
で

木
の
名
の
由
来

39

ニ
ワ
ト
コ

ニ
ワ
ト
コ
を
ミ
ヤ
ト
コ
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
う
し
た
古

名
の
な
ご
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
和
名
抄
』
に
は
、
ミ
ヤ
ッ
コ
ギ
に
「
造
木
」
の
字

を
当
て
て
い
る
が
、
尋
達
ど
い
う
の
は
、
元
来
御
奴
か

ぺ
み
ん

ら
き
た
言
葉
で
朝
廷
ま
た
は
地
方
で
、
各
種
の
部
民

と
も
の
み
や
つ
こ

を
統
轄
し
た
伴
造
の
と
な
え
た
姓
で
、
ミ
ャ
ッ
コ
ギ

を
造
木
と
書
く
の
は
、
お
そ
ら
く
当
て
字
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

で
は
な
ぜ
ニ
ワ
ト
コ
の
古
名
を
ミ
ヤ
ッ
コ
ギ
と
称

し
た
か
と
い
う
と
、
私
は
、
ミ
ヤ
ッ
コ
ギ
の
ミ
ヤ
ッ

コ
は
、
神
に
仕
え
る
意
味
の
「
宮
仕
う
」
に
由
来
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
、
後
世
幣
帛

と
称
し
て
、
紙
や
布
を
切
っ
て
こ
れ
を
木
に
挟
み
、

神
前
に
捧
げ
た
も
の
が
、
大
昔
に
は
、
軟
ら
か
い
木

の
肌
を
削
っ
た
い
わ
ゆ
る
木
幣
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し

く
、
そ
の
材
料
に
主
と
し
て
ニ
ワ
ト
コ
が
用
い
ら
れ

た
の
で
、
こ
の
木
を
「
宮
仕
う
木
」
と
称
し
、
こ
れ

が
ミ
ヤ
ッ
コ
ギ
に
転
じ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

そ
の
証
拠
に
、
ア
イ
ヌ
の
間
に
は
、
エ
ゾ
ニ
ワ
ト

コ
で
作
っ
た
木
幣
を
の
○
百
三
・
一
愚
急
と
称
し
て
、
神

（
接
骨
木
）

深
津
正

小
林
義
雄

に
供
え
る
風
習
が
残
っ
て
い
る
（
知
里
真
志
保
『
分

類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
ｌ
植
物
篇
脳
）
。

更
科
源
蔵
の
ぎ
タ
ン
生
物
記
恥
に
よ
れ
ば
、
エ

イ
ノ
ウ

ゾ
ウ
ニ
ワ
ト
コ
で
作
っ
た
木
幣
は
、
病
気
の
神
を
連

さ
忠
に

れ
て
行
く
働
き
を
す
る
と
い
わ
れ
、
日
高
様
似
地
方

で
は
、
皮
の
つ
い
た
ま
ま
の
こ
の
木
で
、
男
木
幣
と

女
木
幣
と
を
三
本
ず
つ
作
り
、
穀
物
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
の
物
を
持
た
せ
て
山
へ
送
り
、
遠
く
の
国
へ
病
気

の
神
を
連
れ
て
行
く
よ
う
頼
む
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
木
幣
を
神
に
供
え
る
風
習
は
、
古
来
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
支
配
し
た
国
々
に
は
共
通
し
た
風

習
で
あ
っ
て
、
日
本
内
地
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

現
在
で
も
削
り
花
と
称
し
て
、
小
正
月
の
行
事
の
一

つ
と
し
て
こ
れ
を
作
る
風
習
の
あ
る
の
は
、
お
そ
ら

く
そ
の
な
ご
り
で
あ
ろ
う
。
削
り
花
の
材
料
に
は
、

と
こ
ろ
に
よ
り
ヌ
ル
デ
や
ヤ
ナ
ギ
を
使
う
が
、
私
の

知
る
範
囲
で
は
ニ
ワ
ト
コ
が
も
っ
と
も
多
く
使
わ
れ

て
い
る
。
現
に
関
東
で
は
、
ニ
ワ
ト
コ
を
、
削
り
花

の
方
言
ダ
イ
ノ
コ
ン
ゴ
ウ
で
呼
ぶ
他
方
が
多
い
。

民
俗
学
研
究
所
編
『
年
中
行
事
図
説
』
を
見
る
と
、

「
削
り
花
を
作
る
技
術
や
根
気
が
、
現
在
非
常
に
衰
え

て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
つ
に
は
白
紙
が
自
由
に
手
に

入
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
以
て
代
え
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と

同
じ
こ
と
が
古
代
の
日
本
に
お
け
る
、
木
幣
か
ら
幣

帛
へ
の
転
化
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
紙
や
布
の
使
用
が
始
ま
る
に
伴
い
、
そ
れ
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●筆者撮影●

ゼ
ッ
ク
ス
・
ロ
イ
テ
ン
に
て

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
ゲ
ン
チ
ア
ナ

根
入
り
リ
キ
ュ
ー
ル
酒
」
が
、
食
欲
増
進
あ
る
い
は
強
壮

薬
と
し
て
絶
大
な
人
気
が
あ
る
た
め
、
一
時
期
乱
獲
さ
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

ス
イ
ス
の
人
は
花
が
好
き
で
、
中
で
も
『
バ
ラ
」
や
「
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
」
な
ど
の
花
を
よ
く
窓
辺
に
飾
っ
て
い
る
。

バ
ラ
の
花
は
メ
リ
メ
の
小
説
で
有
名
な
カ
ル
メ
ン
。

真
っ
赤
な
バ
ラ
を
口
に
く
わ
え
、
激
し
い
フ
ラ
メ
ン
コ

を
躍
る
美
し
い
ジ
プ
シ
ー
女
。
そ
の
カ
ル
メ
ン
の
象
徴

が
、
真
紅
の
バ
ラ
。

バ
ラ
の
花
は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
に
愛
さ
れ
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
見
ら
れ
る
し
、
こ
の
花
を
描
い
た
絵
が
よ
く

売
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
花
弁
か
ら
採
っ
た
バ
ラ
の
油
は

古
く
か
ら
香
料
・
香
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

年
間
を
通
し
て
お
祭
り
も
多
く
、
春
を
待
つ
祭
り
「
ゼ
ッ

ク
ス
・
ロ
イ
テ
ン
』
に
は
「
ミ
モ
ザ
」
と
「
フ
キ
タ
ン
ポ

ポ
」
が
必
ず
登
場
す
る
。
た
く
さ
ん
の
黄
色
の
花
穂
を
付

け
る
こ
の
花
は
、
雪
の
季
節
が
終
わ
り
、
今
年
も
豊
作
を

マッターホルンを望む

．，
画

寺

■
Ｐ

辰程

フキタンポポ

と
願
う
早
春
の
花
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
ス
イ
ス
は
二
十
五
の
州
か
ら
成
る
連
邦
共
和
制

で
、
各
州
は
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
、
政
府
、
議
会
を
持
ち
、

永
世
中
立
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
皆
兵
制
で
海
軍
も

あ
り
、
近
代
的
な
兵
力
を
備
え
て
い
る
。
話
に
よ
る
と
、

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
山
腹
に
は
か
な
り
多
く
の
シ
ェ
ル

タ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
燃
料
や
食
料
が
備
蓄
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
タ
バ
コ
は
日
本
と
異
な
り
専
売
品
で
は
な

く
、
自
由
に
栽
培
が
で
き
る
。
一
方
、
「
ナ
タ
ネ
油
」
が
統

制
を
受
け
、
そ
の
年
に
収
穫
し
た
油
は
ま
ず
保
存
し
、
古

い
ほ
う
か
ら
市
場
に
流
す
。
コ
ム
ギ
も
同
様
に
扱
う
。
そ

ん
な
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
口
の
悪
い
人
が
い
う
に
は
、

「
ス
イ
ス
の
パ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ン
よ
り
お
い
し
く

な
い
」
と
。

ス
イ
ス
の
代
表
的
な
料
理
は
「
フ
ォ
ン
デ
ュ
」
や
「
ラ

ク
レ
ッ
ト
」
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
「
溶
け
た
も
の
」
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
語
由
来
の
料
理
で
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
「
オ

イ
ル
フ
ォ
ン
デ
ュ
」
と
「
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
」
が
あ
る
。

こ
の
「
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
」
は
冬
の
料
理
と
し
て
は
格

別
で
、
口
の
広
い
陶
器
製
の
鍋
に
独
特
の
味
付
け
を
し
た

白
ブ
ド
ウ
酒
入
り
の
チ
ー
ズ
を
弱
い
火
で
溶
か
し
、
こ
の

中
に
細
か
く
ち
ぎ
っ
た
パ
ン
を
つ
け
て
、
お
お
ぜ
い
の
人

と
ワ
イ
ワ
イ
し
な
が
ら
食
べ
る
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
き
は
、

水
を
飲
む
と
チ
ー
ズ
が
お
腹
の
中
で
固
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
、
紅
茶
か
ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
ほ
う
が
い
い
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
筆
者
は
ワ
イ
ン
！

白
ワ
イ
ン
、
赤
ワ
イ
ン
そ
し
て
ロ
ー
ゼ
、
い
ず
れ
を
と
っ

て
も
、
ゼ
ア
・
グ
ー
ト
、
ダ
ン
ケ
・
フ
ィ
ン
メ
ー
ル
！
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風 土と薬用恒吻．、麓

3スイスアルブスを行く

や

灘・ 奥山徹
｡§｡÷｡§･や （明治薬科大学・教授）

ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
で
の
「
留
学
時
代
」
と
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
薬
学
研
修
旅
行
Ｌ
に
学
生
を
引
率
し
た
と

き
の
経
験
か
ら
、
今
回
と
次
回
に
分
け
て
、
ス
イ
ス
ア
ル

プ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
薬
草
に
登
場
し
て
も
ら
う
こ
と
に

す
る
。面
積
が
九
州
の
そ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ
い
ス
イ
ス
は

〃
山
と
湖
に
囲
ま
れ
た
国
“
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ル

プ
ス
山
脈
、
ジ
ュ
ラ
山
脈
が
大
部
分
を
占
め
、
国
土
の
大

半
が
山
岳
地
帯
で
万
年
雪
・
氷
河
・
大
岩
壁
が
あ
る
。
そ

し
て
、
数
多
く
の
透
き
通
る
よ
う
に
き
れ
い
で
、
冷
た
い

水
を
満
々
と
た
た
え
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
た
く
さ
ん
の
湖

が
見
ら
れ
る
。

「
ア
ル
プ
ス
」
と
い
え
ば
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
（
四
、
四

七
八
メ
ー
ト
ル
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
あ
の
ギ
ザ
ギ

ザ
し
た
、
垂
直
に
そ
そ
り
立
つ
岩
山
、
そ
の
景
観
は
と
に

か
く
〃
ゼ
ア
グ
ー
ト
″
の
一
言
に
尽
き
る
。
ア
ル
プ
ス
に

日
本
人
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、
一
九
一
○
年
に
加
賀

正
太
郎
が
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
登
頂
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

ア
ル
プ
ス
は
英
語
名
で
、
ド
イ
ツ
語
で
は
「
ア
ル
ペ
ン
」

と
な
る
。
い
ず
れ
も
登
山
に
、
ス
キ
ー
に
あ
こ
が
れ
の
名

前
だ
。
夏
は
避
暑
に
、
冬
は
ス
キ
ー
に
と
一
年
中
に
ぎ
わ

う
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
ニ
九
二
四
年
、
第

一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
）
と
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ッ
、

そ
し
て
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
卜
。
日
本
の
な
だ
ら
か
な
山
岳

地
帯
と
は
異
な
り
、
多
く
は
針
葉
樹
林
地
帯
や
ブ
ナ
地
帯

が
な
く
、
広
葉
樹
林
地
帯
か
ら
一
足
飛
び
に
お
花
畑
に
出

た
よ
う
だ
。
こ
こ
は
日
本
の
亜
高
山
か
ら
高
山
地
帯
で
あ

り
、
ど
こ
を
歩
い
て
も
「
お
花
畑
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
数
多
く
の
植
物
が

群
生
し
て
お
り
、
日
本
の
「
お
花
畑
」
の
数
十
倍
も
の
広

さ
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
っ
て
い
る
。
ス
ミ
レ
、
ツ
ッ
ジ
、
リ

ン
ド
ウ
、
ケ
シ
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
等
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
、

色
鮮
や
か
な
高
山
植
物
が
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
よ
う

に
所
狭
し
と
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
は

放
牧
さ
れ
た
牛
や
馬
、
羊
が
首
に
付
け
た
カ
ー
ベ
ル
を
鳴

ら
し
な
が
ら
実
に
の
ん
び
り
と
高
山
植
物
を
食
べ
て
い
る

で
は
な
い
か
。
日
本
の
大
雪
山
、
八
幡
平
そ
し
て
北
ア
ル

プ
ス
の
「
お
花
畑
」
の
中
で
、
ウ
ス
ュ
キ
ソ
ウ
、
チ
ン
グ

ル
マ
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
、
コ
ケ
モ
モ
、
ワ
タ
ス
ゲ
等
の

貴
重
な
高
山
植
物
を
牛
、
馬
、
羊
が
食
べ
て
い
る
婆
を
連

想
し
て
く
だ
さ
い
…
・
…
。
そ
し
て
あ
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

ま
で
も
が
：
．
：
。
。

〃
思
わ
ず
、
牛
の
お
尻
を
パ
シ
ン
と
、
ケ
ト
バ
シ
テ
し

ま
い
た
い
気
持
に
駆
ら
れ
た
〃

〃
日
本
で
は
、
牛
や
羊
の
耳
に
目
印
を
付
け
て
い
る
よ

う
だ
が
、
こ
こ
ス
イ
ス
で
は
カ
ー
ベ
ル
を
利
用
す
る
。

こ
の
カ
ー
ベ
ル
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
の
役
目
も
持

ち
合
わ
せ
、
飼
い
主
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、
と
き
に
は

牛
や
羊
の
品
評
会
用
と
し
て
も
登
場
す
る
〃

こ
の
よ
う
に
、
ぜ
い
た
く
に
高
山
植
物
を
食
べ
て
作
り

上
げ
た
牛
乳
は
朝
早
く
、
あ
の
懐
か
し
い
容
器
に
入
れ
ら

れ
運
ば
れ
て
い
る
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
：
…
・
山
形
の
、
良
き
時
代
を
思
い
出
し
つ
つ
．
：
：
。
。

ア
ル
プ
ス
で
見
ら
れ
る
数
多
い
リ
ン
ド
ウ
科
植
物
の
中

で
、
斑
入
り
の
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
大
型
の
「
ゲ
ン
チ

ア
ナ
・
ル
テ
ア
」
の
根
は
古
く
か
ら
「
苦
味
健
胃
薬
」
と
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ス
ギ
林
を
通
り
抜
け
る
た
び
に
、
私
の
心
は
暗
く

な
っ
た
。
三
○
○
年
前
に
こ
こ
を
歩
い
た
曽
良
は
見

通
し
の
い
い
広
葉
樹
林
の
中
を
歩
い
て
い
た
に
違
い

な
い
。
神
仏
混
交
の
時
代
の
、
こ
の
尾
根
道
は
今
よ

り
整
備
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

今
夜
の
泊
ま
り
を
予
定
し
て
い
る
神
納
川
の
谷
が

見
え
て
き
た
の
は
午
後
四
時
過
ぎ
、
そ
れ
ま
で
特
に

観
察
も
で
き
な
か
っ
た
左
右
の
照
葉
樹
の
中
に
ウ
バ

メ
ガ
シ
を
発
見
し
た
。

"●

しﾉ亙”
ノコウヤマキとウバメガシ（画・筆者）

燃
料
が
木
炭
で
あ
っ
た
時
代
、
こ
の
樹
は
も
つ
と
い
つ
の
世
で
も
、
「
経
済
林
」
が
話
題
に
な
る
。
ウ

も
高
く
売
れ
る
備
長
炭
の
原
木
と
し
て
、
こ
の
山
中
ナ
ギ
が
売
れ
て
、
ウ
パ
メ
ガ
シ
は
喜
ん
で
い
る
だ
ろ

が
誇
る
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
根
元
近
く
か
う
か
。

ら
幹
が
枝
分
か
れ
し
て
、
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
と
は
違
っ
半
ば
ピ
ッ
コ
を
ひ
き
な
が
ら
、
や
っ
と
た
ど
り
っ

た
収
穫
豊
富
な
育
ち
方
を
見
せ
て
い
た
。
い
た
五
百
瀬
の
宿
で
、
私
は
元
禄
時
代
に
こ
の
道
を

ウ
バ
メ
ガ
シ
は
、
漢
字
で
書
く
と
、
「
姥
」
と
「
樫
」
ひ
と
り
で
歩
い
た
曽
良
を
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
た
。

で
、
樹
形
は
カ
シ
と
は
違
う
が
、
こ
ん
な
急
斜
面
の
三
○
○
年
前
の
ほ
う
が
楽
に
歩
け
た
の
で
は
な
い
か
。

山
肌
で
も
育
つ
の
で
あ
る
。
私
が
こ
の
樹
に
年
来
関
事
実
、
彼
の
旅
日
記
を
見
る
と
、
こ
の
先
、
三
浦
峠

心
を
持
っ
て
い
る
理
由
は
、
備
長
炭
と
い
え
ば
、
ウ
を
越
え
て
、
本
宮
寄
り
の
永
井
と
い
う
集
落
ま
で
、

ナ
ギ
を
焼
く
の
に
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
大
股
か
ら
一
日
で
歩
い
て
い
る
。
こ
れ
は
〃
超
人
的
″

そ
の
夜
泊
ま
っ
た
五
百
瀬
と
い
う
集
落
に
あ
る
民
で
あ
る
。
私
は
そ
の
日
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
歩
い
た

宿
の
食
膳
に
も
、
期
待
し
た
と
お
り
、
歯
ご
た
え
の
が
、
曽
良
の
半
分
の
距
離
し
か
歩
け
な
か
っ
た
。

い
い
ウ
ナ
ギ
が
出
た
の
で
あ
る
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
こ
日
本
の
山
路
は
、
時
代
と
と
も
に
、
盛
衰
を
繰
り

と
を
、
こ
の
あ
た
り
で
は
、
「
バ
ベ
」
と
呼
ん
で
い
返
す
。
か
つ
て
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
〃
秘
境
″

た
。
同
じ
樹
で
も
、
ス
ギ
は
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
に
化
し
て
い
く
。
か
っ
て
は
修
行
者
の
道
で
あ
っ
た

私
は
ス
ギ
に
同
情
し
た
。
最
近
の
ス
ギ
は
花
粉
症
「
高
野
龍
神
ス
カ
イ
・
ラ
イ
ン
」
が
今
は
メ
イ
ン
・
ス

の
元
凶
と
し
て
〃
目
の
か
た
き
″
に
さ
れ
て
い
る
。
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
実
感
は
、
こ
の
地
域
に
限

数
年
前
ま
で
は
、
ス
ギ
に
花
が
咲
く
こ
と
さ
え
知
ら
ら
な
い
。

な
い
都
会
人
た
ち
が
多
か
っ
た
。
日
本
の
ス
ギ
は
、
こ
の
山
路
で
は
、
高
野
山
の
名
を
冠
し
て
い
る
．

古
来
、
建
材
を
は
じ
め
、
じ
っ
に
多
く
利
用
さ
れ
て
ウ
ヤ
マ
キ
と
い
う
樹
の
今
昔
も
気
に
な
っ
た
。
昔
か

き
た
が
、
外
材
が
入
っ
て
き
て
か
ら
、
不
当
に
軽
蔑
ら
こ
の
樹
は
信
仰
客
に
土
産
と
し
て
売
ら
れ
て
き
た
。

さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
気
の
毒
だ
。
山
上
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
価
値
あ
る
「
経

ウ
バ
メ
ガ
シ
も
、
最
近
ま
で
は
ど
ん
な
樹
か
、
知
済
木
」
で
あ
っ
た
の
だ
。

ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
〃
グ
し
か
し
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
も
目
に
と
ま
っ
た
。

ル
メ
〃
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
「
備
長
炭
」
で
焼
い
こ
う
い
う
樹
相
の
山
肌
で
は
、
ス
ギ
と
い
う
存
在
は

た
ウ
ナ
ギ
は
う
ま
い
、
と
い
わ
れ
は
じ
め
、
こ
の
南
育
ち
に
く
く
、
気
の
毒
だ
。
そ
ん
な
感
想
を
持
ち
な

国
的
な
照
葉
樹
が
再
評
価
さ
れ
は
じ
め
た
。
が
ら
、
私
は
深
い
眠
り
に
落
ち
た
。
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日
本
の
山
路
は
手
入
れ
を
し
な
い
と
、
た
ち
ま
ち
が
あ
る
。
〃
山
姥
″
な
ら
ぬ
〃
山
住
ま
い
の
乳
母
″
が

草
深
く
な
る
。
高
温
多
湿
な
風
土
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
住
ん
で
い
た
と
い
う
伝
え
の
あ
る
山
で
、
そ
の
北
麓

ん
な
実
感
を
最
近
も
味
わ
っ
た
。
日
本
で
も
特
に
雨
に
あ
る
大
股
と
い
う
二
、
三
十
戸
ほ
ど
の
山
村
に
泊

の
多
い
高
野
山
の
奥
か
ら
南
紀
に
か
け
て
の
山
を
歩
ま
っ
て
、
翌
日
歩
く
山
肌
の
実
情
を
聞
い
た
。

い
た
か
ら
で
あ
る
。

野
迫
川
と
い
う
名
の
村
の
最
奥
で
あ
る
。
民
宿
の

な
ぜ
、
そ
ん
な
山
路
を
歩
い
た
か
、
と
い
え
ば
、
玄
関
に
は
カ
モ
シ
カ
の
剥
製
が
あ
っ
た
。
秘
境
と
い

こ
こ
は
江
戸
時
代
ま
で
「
熊
野
詣
で
」
の
直
線
ル
ー
っ
て
い
い
山
中
で
あ
っ
た
。
泊
ま
り
客
は
ア
マ
ゴ
釣

卜
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
高
野
山
の
南
か
ら
熊
野
の
り
を
楽
し
む
人
々
で
、
宿
の
人
は
、
「
高
野
龍
神
ス
カ

本
宮
ま
で
を
結
ぶ
こ
の
山
路
は
、
京
都
か
ら
和
歌
山
イ
ラ
イ
ン
」
が
で
き
て
か
ら
、
十
津
川
村
へ
越
え
る

を
通
る
海
辺
の
コ
ー
ス
を
「
大
辺
路
」
と
呼
ん
だ
の
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

に
対
し
、
「
小
辺
路
」
と
称
さ
れ
、
起
伏
は
あ
る
が
、
案
の
定
、
予
想
は
的
中
し
た
。
ひ
と
り
旅
の
私
は

最
短
コ
ー
ス
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
難
渋
し
た
。
峠
ま
で
は
道
も
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、

と
い
っ
て
も
、
高
野
山
か
ら
四
、
五
日
は
か
か
る
。
遅
い
昼
食
を
と
っ
て
か
ら
、
下
り
始
め
た
十
津
川
村

そ
れ
を
わ
ず
か
三
日
で
踏
破
し
た
江
戸
時
代
の
旅
人
へ
の
道
は
、
等
高
線
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
い
な
が
ら
、
沢

が
い
る
。
芭
蕉
と
い
っ
し
ょ
に
「
お
く
の
細
道
」
を
を
渡
る
ご
と
に
路
肩
が
崩
れ
て
い
た
。
峠
か
ら
一
時

歩
い
た
曽
良
で
あ
る
。
年
来
、
私
は
こ
の
曽
良
と
い
間
、
東
南
の
山
肌
は
逆
扇
形
に
数
百
メ
ー
ト
ル
に
わ

う
人
物
の
旅
心
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
の
で
、
彼
た
っ
て
、
樹
木
一
本
も
な
い
急
斜
面
を
露
出
さ
せ
て

が
目
指
し
た
こ
の
山
路
を
た
ど
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
い
た
。

高
野
山
と
熊
野
の
本
宮
を
、
地
図
の
上
で
直
線
に
そ
こ
を
避
け
て
、
は
る
か
高
い
山
肌
に
つ
け
ら
れ

結
ん
で
み
る
と
、
そ
の
中
間
に
伯
母
子
岳
と
い
う
山
た
う
回
路
を
半
ば
命
が
け
で
や
っ
と
通
り
抜
け
た
こ

森
へ
の
旅

●〃
伯
母
子
峠
越
え
の
山
肌

岡
田
喜
秋

ろ
か
ら
、
不
運
に
も
雨
が
降
り
だ
し
、
足
も
と
に
現

れ
る
水
成
岩
質
の
露
出
し
た
岩
は
、
想
像
以
上
に
滑

り
や
す
く
な
り
、
午
後
三
時
を
過
ぎ
る
と
、
私
の
膝

は
痛
み
だ
し
た
。

江
戸
時
代
の
ほ
う
が
、
歩
き
や
す
か
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
当
時
は
「
高
野
信
仰
」
と
「
熊
野
信

仰
」
を
結
ぶ
道
と
し
て
、
今
よ
り
、
ず
っ
と
多
く
の

人
が
歩
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
曽
良
は
当
時
四
十

二
歳
、
私
は
六
十
五
歳
で
あ
る
。
そ
ん
な
比
較
を
し

て
み
る
と
、
す
で
に
数
時
間
歩
い
て
い
る
私
の
足
ど

り
は
、
急
に
重
く
な
り
だ
し
た
。

海
抜
数
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
下
り
て
く
る
と
、
ス
ギ

林
が
現
れ
た
。
雨
が
避
け
ら
れ
た
の
は
救
い
だ
っ
た

が
、
突
然
夜
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
暗
く
な
っ
た
。

見
れ
ば
、
ス
ギ
が
密
生
し
す
ぎ
て
い
る
。
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
当
た
り
数
千
本
も
植
林
し
た
か
と
思
わ
れ
る
感

じ
で
、
見
上
げ
る
と
、
梢
に
近
い
葉
が
か
な
り
枯
れ

て
い
る
。
間
伐
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

当
然
、
幹
は
そ
れ
ほ
ど
太
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で

も
、
人
手
不
足
な
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ス
ギ
林
が

そ
の
後
数
箇
所
も
現
れ
た
。
少
し
前
ま
で
は
丸
太
を

運
び
出
す
た
め
に
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ワ
イ
ヤ

ー
が
さ
び
た
色
を
見
せ
て
、
雨
に
ぬ
れ
て
い
た
。

こ
の
山
域
は
日
本
で
も
雨
の
多
い
所
で
あ
る
。
十

津
川
の
名
の
と
お
り
、
沢
の
水
と
川
の
水
が
縦
横
無

尽
で
、
樹
は
よ
く
育
つ
。
ス
ギ
は
育
ち
す
ぎ
て
、
共

倒
れ
し
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
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農林鶏

緑を創造するか。

タシニアフォレス一会議
近ごろ，活字や電波からやたら

と「環境問題」という字句や映像

が目に飛び込んでくる｡いまやr環

境」がマスコミ界の寵児，環境を

題材にすれば販売部数も増え，視

聴率も上昇するといったことか。

先の湾岸戦争での猛烈な自然破

壊や環境汚染がリアルタイムで茶

の間に飛び込んできたこともあっ

てか，にわかに地球規模での環境

問題がクローズアップされるよう

になったのかもしれない。油田の

爆破による大気の汚染や，原油に

まみれた海鳥の姿は，いかにも強

烈で，世界中の人々がりつ然とし，

その反動が環境保護をわが身のも

の，今日のものとしてとらえ，喫

緊事としてさまざまな人々で議論

され，また行動されるようになっ

たことは確かだろう。

環境破壊の代表格として二酸化

炭素による大気汚染と温暖化，フ

ロンガスによるオゾン層の破壊，

そして熱帯雨林の急激な減少が俎

上に上るが，中でも熱帯雨林の破

壊や減少は写真や映像や数字で直

接的に視覚に訴えられることもあ

って，ひときわ高い扱いとなる。

こうした背景の中で，林野庁は

来る7月23日から4日間の日程

で，熱帯林の保全と持続的経営の

推進を図るための「シニアフォレ

スター会議」（森林・林業技術者

や森林関連分野の専門家による）

騒灘蕊識驚撒溌鷺謝蝋’
林家の経営動向

千円

700

600

500

400

300

200

100

0

林業粗収益

林業所得

林業経営費

昭505560平元年度

林家の林業所得（1戸当たり）の推移
資料；農林水産省『材塚経済報告』
注：保有山林面積5～500haの林家についての数値であり,1戸当たり平均
保有山林面積は15.6ha,うち人工林而穣は9.2ha(元年度）となって
いる
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を横浜国際会議場で開くことにし，

その準備を進めているようだが，

通常，林業関係の会議は国内，国

際を問わずきわめて地味で，世間

の注視を浴びることはまずないの

が通例だが，今回の会議に限って

は，マスコミをはじめとして関心

と期待が高いと聞く。

今回の会議は，森林・林業の分

野では，わが国が提唱し，主導的

に開催するという意味で初めての

国際会議で，参加者も熱帯林諸国

を中心に約50カ国および国際機

関等の森林・林業技術者，森林関

連分野の専門家が一堂に会し，4

つの分科会「持続可能な熱帯林経

営(森林計画・施策)｣，「天然林施

業技術の確立｣，「種の多様性保

全｣,r!熱帯林の再生（失われた緑

の回復)」に分けて討議が重ねら

れ，最終日の全体会合で，総括討

議の後，世界に向けた宣言が発せ

られることになっている。また，

この会議の成果は本年9月パリで

林家戸数は251万戸（林業経営

体の88％)であり，民有林面積の

約5割を保有している。このうち

の89％に当たる223万戸は,保有

山林面積が5ha未満の零細な林

家であり,5ha以上の山林を保有

する林家は28万戸と少ないが,面

積割合では68％を占めている。

保有山林面積が5～500haの林

家の林業経営の収支を見ると，平

成元年度の1戸当たりの林業粗収

益は606,000円で，前年度に比べ

6.1％増加した。これを部門別に

見ると，育林部門は195,000円で，

前年度に比べ12.8％,素材生産部

門は187.000円で同18．1％,それ

ぞれ増加した。これは，住宅建設

が引き続き好調であったことから，

木材価格が総じて上昇傾向となっ

たためである。一方，きのこ生産

部門は172,000円でう前年度に比

べ5．7％減少した。



29

咽
、
函
、

豊畳日日■§■且ＩＢＢ豊唇皇置
一
二
二

言
一W""u""ﾛ皿叩”叩叩叩■肥叩”“””且叩“言恩翠匡薑

轍

即I行われる｢世界材薬大会｣，1992

年6月ブラジルで行われるr国

連環境開発会議｣などの場で,森

林の保全･造成に携わる技術者

の立場からの実践的提言として

大きく寄与するものと期待される。

こうした会議が大きな引金に

なって，森林に対しよりいっそ

うの関心がより多くの人々の間

で高まり，そして森林を冷静に

見つめる目と熱い支援の輪が，

国中に，いや世界に広がるであ

ろうことを期待したい。

いま，大方の人々は森林は大

切であることの認識はあっても，

森林の利用なかんずく木材の利

用に対する認識は，森林が大切

と考える人ほど否定する。ここ

のところの溝は，林業人が考え

る以上に深く広い。今回の会議

は現実の人間の生活に立脚した

森林の経営がテーマであり，溝

を埋めるための多くの材料を提

供してくれることであろう。

函
毒
昭
嘩
■
嘩
画
函
蝉
”
■
■
・
句
晦
■
■
岬
口
車
幽
暉
唾
陣
坤
■
■
南
■
■
・
唾
車
■
空
■
毒
幸
■
南
歯
車
画
■
■
”
画
車
車
晦
幽
”
画
画
噸
車
輌
ロ
細
晒
亟
鯛
鯛
畑
緬
卿
叩
脚
剛
剛
剛
Ⅷ
刺
Ⅷ
剛
蜘
緬
胴
鰄
細
脚
剛
剛
剛
剛
馴
抑
剛
卿
螂
剛
剛
剛
剛
帥
刷
剛
醜
蜘
”
醐
伽
幽
嘩
画
晦
陣
嘩
唾
幽
牽
画
嘩
寧
・
■
”
車
車
■
・
画
■
幸
■
・

咽
廟
睡
凹
啄
轡
嘩
噸
郵
■
噂
画
■
車
■
輔
■
”
』
牢
■
■
”
車
■
■
・
車
■
画
画
申
車
卓
・
画
車
種
幸
車
■
車
庫
■
嘩
申
幸
琿
嘩
■
坤
雪
写
輯
車
■
画
■
■
車
ｍ
ｍ
ｍ
申
軍
■
■
ぬ
画
草
画
■
”
”
画
輯
輔
鯛
幽
繊
緯
廊
輯
緬
繩
蠅
晒
岬
晒
姻
Ⅷ
卿
順
”
”
噸
馳
畑
卿
剛
順
剛
釧
池
卿
姻
順
紬
晒
剛
咽
頭
刷
剛
蜘
騨
嗣
卿
画
酬
軍
脚
画
鄭
ゆ
画

御
殿
林

御殿林林政拾遣抄

山形県立川町清川にある「御

殿林｣国有林(鶴岡営林署40林

班b2ha)は，かつてここに建

てられていた藩主のr御殿」を

風水害から守るために,享保20

年(1735)住民たちがスギ苗と

労力を出して造った森林だとい

う。この地は最上川と立谷沢川

の合流点にあり,地形的には｢遊

水林」としての役割を果たして

いたと思われるが，住民たちは

｢御殿｣とともに自分たちの安全

も願ったのであろう。またここ

は，明治元年の「戊辰戦争」の

ときの古戦場で，庄内藩兵はス

ギのうっそうと茂るこの地に官

軍を迎え戦った。林縁には当時

をしのぶ数々の遺跡とともに，

幕末に活磯した郷土の志士，清

川八郎を祀る神社も建てられて

いる。

現在，このスギ林の取扱い方

針をめぐり，「伐採｣，「保護｣の

2つの意見が対立している。伐

採せよと主張するのは近くの住

民で，ここに集まるカラスの鳴

き声が騒がしい，糞による被害

が著しいことを訴える。これに

対して保謹せよとする意見は，

郷土の歴史とのかかわりあいの

深さを大切にせよと説き,｢歴史

の証人」といった文化性を強調

する。しかも2つの意見のやり

とりの中に，250年以上にもな

ったスギが最近枯れはじめてき

たという条件も重なり，議論も

一段と複雑になってきた。

森林総合研究所の調査では，

近くに移転した国道47号線の

ため排水が不十分になったゆえ

ではないかということだが，な

んとか枯らさずに残せないかと

の要望も大きい。こうしていま，

｢伐るな｣，「伐れ｣，「なんとか残

せ」の3つの意見が交じりあっ

て論議され，そのともどもが営

材署の取扱いに注目しているの

である。営林署ではいま，①上

層木はできるだけ伐らない，②

ただし倒れる危険のある場合は

伐採する，③下層には後継樹を

育てる，の3つの施業方針を検

討中という｡昭和63年から3カ

年かけて402mの排水溝も掘っ

ている。「御殿林｣の歴史文化性

を大切にしながらも，住民の暮

らしと折り合った施業の確立が

望まれる。（筒井辿夫）

1戸当たりの林業経営費は

253,000円で，前年度に比べ1．7

％増加した。これを識目別に見る

と，雇用労賃は労賃単価の上昇に

より39,000円で，前年度に比べ

8.4％増加した｡一方,請負わせ料

金は，造林にかかわる作業等の減

少から69,000円で前年度に比べ

2.8％減少し,材料費は37.000円

で前年度並みであった。

この結果，1戸当たりの林業所

得は353,000円となり，前年度に

比べ9．4％増加した。

最近15年間の林業所得の推移

を見ると，木材価格の高騰から高

い値を示した昭和54,55年度を除

くと，61年度までの低~阿頃向から

62年度以降は上昇傾向に転じた

ものの,53年度以前の水準をわず

かに上回っているにすぎず，依然

として低迷している。

麺ロ”8m加皿”叩耶0”棚叩”叩叩”ロ胆弛”睡窪窪薑霊薑睾霊薑薑謡翠”函ロ日加ロロ距護
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珍しい姓です。目だちますので悪

いことはできません。静岡県三ヶ

日に地名としてあるものの，そこ

にこの姓はないようです。海音寺

潮五郎「樅の木は残った」に，こ

の姓の勘定方が一箇所登場します

が，良いことも悪いこともせずに

すぐ消えてしまいます。

その私がかつて所属していた林

業試験場（目黒時代）の造林第二

研究室というのは，珍しい姓の集

まった部屋でした｡蜂屋欣二氏(現

日林協，蜂谷や蜂矢はあるが蜂屋
とちあき

は珍しい）・只木･栩秋一延氏（現
たおだ

長野県,栩は栃の本字)・垰田宏氏

(現森林総研，垰は峠と同意)とい

るものですから，来客がきつねに

つままれたような顔をするのもし

ばしばでした。

森林総研といえば，不思議な読

只木良也の5時か 《新連載》

これ

蕾義
～■■■

b旨

姓名あれＰ
ロ
ロ
Ｂ
Ｕ
Ｇ

もすごい人がいます。林や森の字

を持つ入はも‘ちろんおおぜいおら

れるものの，「林業｣という著書の

ある山林暹先生，住友林業におら

れた林学氏などはその双壁でしょ

う。先般ご他界の林弥栄先生も，

森林繁栄を意味するすばらしいお
さくら

名前でした。林野庁の玉川佐久良

氏は，職業にふさわしいというよ

りは，芸名のようなきれいなお名

前です。なお，かつて大阪の弁護

士に執行猶予という方がおられた

とか。

ついでながら，私の姓はかなり

|||私の名前を見て，ペンネームで

|；すかと問う人が，時々あります。

|’なるほど木や森のことを扱って糊

|Ⅷ口を凌ぐわが身にとって，なかな

'かよくできた名前かもしれません。
1でもこれは,ご先祖様と両親から

|いただいた名前です。
1そう答えると，その名前だから

I木関係の職業を選んだのかと,問
Iいを重ねる人もいます｡残念なが

I蕊懸驚無毒＝
1姓名と職業といえば,私の例な

;ど…なもの,身近な林業畑に
1J
ロー姜二≦P三一二_ニニニニーーー:△二手＝_÷二三一-一三_÷三二今一一二二一一一 口一一一や一一一や÷ごー一一令倹一一一一一一●伝一一一一＜一一一oー－．－凸一一・一つ

動物を愛し，病気で苦しんでい人生と，樹医としての治療技術を

る犬や猫を救けてやりたいと獣医確立するまでの軌跡，全国で治療

になる人は多い。しかし，植物好にあたった1,000本を超える木の

きだからといって，木の医者にな診療日記を綴った1冊。

ったという話はあまり聞いたこと山野さんは,明治33年大阪で生

がない。だが，よくよく考えてみまれ，韓国で莫大な財を成した養

ればこれも妙な話だ。木も人間や父のもと，何不自由なく，山河草

動物と同じように，限りある命を木を愛し育ったおぼっちやま。し

天から授かり生きているのだ。なかし青年期に養父を亡くし，転げ

らば，人に医者が，動物に獣医が落ちるように暮らしを傾ける。そ

いるように，植物に医者がいないんな山野さんを，ある日，かつて

ほうが，不公平にも思える。愛した木々や山々が呼び止めた。

世の不条理を嘆いているわけで自然に導かれるように，木ととも

はない。実は，このいないと思いに歩む人生へと生き方を好転させ

込んでいた木の医者「樹医」が， ていく姿は，山野さんと木の運命

実は日本にいる，というのが今回的なかかわりを感じさせる。

ご紹介する『木の声がきこえる』。 終戦を迎え，日本に強制引き場

山野忠彦さん92歳｡この人こそげさせられたのが，40歳も半ば。

樹医という言葉を生み出し，自らなんと，山野さんの樹医としての

樹医を名乗る木のお医者さま｡『木活動がここから始まるのだ。普通

の声がきこえる』は，山野さんがなら，人生もそろそろ折返し，と

木とともに歩んできた波乱万丈の感慨にふけるころ。しかし，山野

著彦忠
マ
ー
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樹医の診療日記

木の声がきこえる
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講談社

〒112束京都文京区音羽

2－12－21

("03-3945-1111)
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みない ，｜

みの姓の薬袋次郎氏がいました｡’,｜

甲州武田家の侍医の家柄で，殿リ

様の薬袋の中身は最高秘密，だり

れもが見られるものではない，｜）

薬袋は侍医以外だれも見ない;||
というわけ。同様の判じ物のよ''’

たかなし

うな姓に，小鳥遊（鷹がいない|Ⅷ
やまなし

と小鳥が)，月見里(山がないと|’
わたぬき

月が)，四月一日（綿入れを脱|’
かまつか

ぐ)，一尺八寸（鎌の柄の長さ）｜，

などもあるとか。

以上，大事なお名前を無断借|Ⅲ

用いたしました｡お許しくださ’

いIころで,ﾀﾚﾝﾄでｶﾝﾆ｜
ﾝグの名手，知っていますか｡｜
早見優，ナンチャッテ。

（信州大学理学部/教授)i

_－－－－－－‐_言一一一÷_＝‐＝－－_ﾆー ｰー ・ー＝‐・=_-篁_＝＝一一上一一一み

さんは，病んだ木々に心を痛め，

市の公園局の人夫を勤めながら独

力で研究と実践を繰り返し，樹医

としての治療技術を確立していく。

樹齢数百年という古木を，瀕死

の重傷から救うための孤軍奮闘の

治療ぶりが，いくつか紹介されて

いる。しかし，木の治療でいちば

ん大切なことは，まず木の声を聞

くこと。木に対する愛情があれば，

自然と彼らの声が聞こえてくると

いう。現代人がなくしてしまった

第六感は，自然と語る力だと山野

さんはいう。頭で考えるのではな

く，心で自然と語り合う。今の私

たちが忘れている，自然との共生

の原点を教えてくれる。

山野さんの功績が認められ，樹

医の必要性が叫ばれ始めている。

植物を愛する者には，一読の価値

のある本だ。

（アースワーク・坂本純子）
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【三l壹壹〃

今なぜスギか

現在，木材関係でスギが大き

な問題になっている。ここ数年

木材学会，加工技術協会でスギ

をテーマにしたシンポジウムは

rスギ材の構造的利用の方向と

問題点」日本木材学会，木材強

度・木質構造研究会（1988.

10)，「どうする？スギ」日本木

材加工技術協会，製材・機械加

工部会(1989.11)，「活かそう！

スギ」日本木材学会，組織と材

質研究会，木材強度・木質構造

研究会(1990.10),rスギ材の乾

燥」日本木材学会，木材と水研

究会(1990.11),と続けて開か

れており，日本木材学会｢スギ」

分科会報告書（1991.3）では，

スギの材質・加工を広い範囲か

ら取り扱っている。また，木青

連提唱のスギ並材研究会のまと

めた「SUGI・情報ネットワー

ク」（1990.5)では，川上から川

下までスギの問題を取り扱って

いる。いまさら何でスギなのか。

詳しいことは各々の要旨集・報

告書に述べられているのでそれ

を参照していただくとして，川

上・川下両者ともに真剣に取り

組むべき状況にある。

十数年前までは間伐材の利用

が大きな問題となり，いろいろ

な視点から取り扱われていた。

しかし，現在では「間伐材は何

とかなるけれども，径の大きな

材が問題なのですよ」という声

を聞くようになった。並材・一

磯材などと呼ばれている主伐材

が問題となっていることは，間

伐材が問題になっていた時より

深刻な問題である。

それでは，川下側でのスギの

問題点は何か？従来，柱材とし

て昔から使われている間あまり

大きな問題とされなかったが，

利用方法の変化，より精度の高

い製品管理，大工さんから工場

規模への木材加工の大型化等に

より，新たな問題がスギの材質

面に現れ始めた。スギの材質面

の特徴を列記すると，①乾燥が

難しい，②ヤング率,特に未成

熟材のヤング率が低い,③早晩

材の密度差が著しく，また早材

の密度が極端に低い,④材質の

変動が大きい，等が挙げられよ

う。それぞれの問題に関して詳

しく述べる余裕はないが，前述

したシンポジウムのテーマを見

てもわかるように，利用上から

は乾燥と強度に問題がある。材

質の面からも，スギはややこし

い材であることは確かである。

ひとくちにスギといっても品種

によって，地域によって，立地

によって，個体によって，はた

また樹体内の部位によって性質

が異なっている。スギとは何か，

スギはどうなっているのか，や

やこしいスギを簡単に利用する

にはどうしたらいいのか。明確

な解答を得るのはもう少し先に

なるようである。（雄）

（この柵は編集委員が担当しています）
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国有林野事業の現状と将来展

望一'90林政審議会答申の

実践に向けて

林野庁・経営企画課高橋勲

山林No.1282

1991年3月p.2～12

林政審議会は昭和63年8月以

降，国有林野事業の経営改善のた

めの総括的対応策について検討が

進められてきたが，平成2年8月

にr今後の林政の展開方向と国有

林野事業の経営改善」と題する中

間報告が取りまとめられ，この報

告を基に,同年12月には農林水産

大臣に対する最終答申が取りまと

められた。

農林水産省としては，この答申

の趣旨に沿って円滑に経営改善を

進めるため,｢国有林野事業経営改

善大綱」について閣議了解を得た

ところであり，今後必要な法改正

等を行ったうえで，抜本的な改善

計画を作成することとしている。

林政審議会の答申では，今後の

林政は国有林・民有林を通じて，

①｢緑」と「水」の源泉である多

様な森林の整備，②｢国産材時代

」を実現するための林業生産，加

工，流通における条件整備を図る

ことを基本的課題とし，このため，

①流域管理システムの確立，②森

林計画制度の改善，③森林整備・

基盤整備の計画的推進等の施策の

重点的展開を図ることを必要とし

ている。本稿は，その中にあって

国有林野事業については，どのよ

うに方向づけられているかを展望

したものである。

カラマツ産地試験31年間の結

果－東京大学北海道演習林

の場合

東京大学北海道演習林倉橋昭夫ほか

北海道の林木育種33－2

平成3年3月p.5～9

カラマツの産地試験が国際的規

模で開始されてから約30年経過

する。東京大学北海道演習林でも，

同じ材料の供与を受けて試験地を

設けたので，産地数や配置などは

多少異なっているが，北海道中部

地域を代表する植栽例として，こ

れまでに植栽10年および25年ま

での生育状況が報告された。

本報は，その後さらに6年を経

た植栽後31年目までの生育経過，

幹の曲がりおよび着花性などにつ

いて調査比較した結果を報告した

ものである。

この調査結果は，次のとおりで

ある。

①各産地の水平および垂直分布と，

それらが山部において示す植栽

20年ないし30年間の生育状況と

の間に一定の傾向は見られず，生

長においては産地間差異はあまり

大きくない。

②産地間には形質（幹の通直性，

自然落枝性，枝の太さ，着花(果）

性，黄葉・落葉期）によって明ら

かな差異力認められる。

③植栽30年後の諸形質から判断

すると，道央地域に対して造林材

料として最適と思われるのは，日

光・白根山系の万座であり，野州

原，稲子，甲武信がこれに次ぐ。

老齢人工林の資源把握につい

て－林分蓄積の簡易推定法

道有林管理室金谷誠・鈴木匡

北方林業43－4

1991年4月p.6～9

道有林では,現在126,000haの

人工林が造成されている。このう

ち，トドマツ，アカエゾマツは，

102,000haであり，大部分がⅦ齢

級以下の若齢林分により占められ

ている。これらの若齢林分は，間

伐等の適切な施業の実施が必要と

なっている。

このため道有林では，5年ごと

に人工林の資源調査を行い，生育

状況の把握に努めているが，その

対象林分は年々増加している。

一方，道有林経営を巡る情勢は

厳しく，事務，事業のいっそうの

簡素化，合理化が求められている。

このような背景から，若齢人工

林の簡易な資源把握の方法が考え

られた。一般に，無間伐林分や列

状間伐等の全層間伐実施林分では，

直径分布が近似的に正規分布を成

すことが知られていることから，

この関係を利用して林分蓄積の推

定が試みられた。

なお，同様な方法で，若齢人工

林の平均樹高，その標準偏差の推

定等も試みられている。

網室内のスギカミキリ放虫試

験から得られた2．3の知見

関東林木育種場加藤－隆ほか

林木の育種特別号1991

平成3年3月p.1～3

わが国におけるスギカミキリの

林業技術No.5911991.6



報告は1800年代までさかのぼる

が，1世紀を経た今となって，林

業上もっとも重要な害虫となった。

この害虫の被害を受けたスギは，

以前からハチカミと呼ばれている

症状が生じ，スギの材価を著しく

下げるため，早急な防除対策が必

要とされていた。都道府県および

国の育種場においては，この害虫

に対する抵抗性品種の選抜とその

種苗の供給を図るため，候補木の

選抜,網室内での成虫放虫検定(1

次検定)，さらに幼虫接種検定(2

次検定）というプロセスがとられ

ることになった。来年度からは，

これら選抜クローンの]・次検定を

行うことになっており，自然状態

と同じような結果を得られること

が望まれている。その点に関して，

今回，当該育種場において，1次

検定のための予備実験が行われた。

その過程で得られた知見が報告さ

れている。

森林の水源酒養機能と森林施

業のあり方私論

東京大学農学部太田猛彦

水利科学No197

1991年2月p.1～33

森林の水源酒養機能は，豪雨時

に洪水流量を軽減させる「洪水緩

和機能｣,低水流量を増加させて水

資源の確保に貢献する「渇水緩和

機能（狭義の水源澗謎機能)｣，水

質を改善する「水質浄化機能」の

3つのサブ機能から成り立ってい

ると考えられている。

本稿は，筆者が“森林の整備水

準の評価手法開発委員会”に参加

し，標記機能にかかわる整備水準

評価手法の検討に際し，過去の研

究成果を整理したものを土台とし

て，当該機能の発揮に意を用いた

森林施業法について，筆者の考え

をまとめたものである。

本稿ではまず，森林土壌層の降

雨流出に及ぼす影響を明らかにし，

森林斜面での降雨流出の実態を解

説する。次に上述の3つのサブ機

能について，それぞれの水文学的

背景を過去の研究成果を引用して

整理し，各サブ機能ごとに望まし

い森林像を描いてみる。最後に，

それらを基に，森林の水源酒養機

能の発揮を重視した森林施業法に

ついて，著者の考え方を提示して

いる。

国産材製材の経営，技術の現状

と課題

技術士（林産）青木昭男

フオレストコンサルNo.48

1991年3月p.2～9

わが国においては，すでに1000

万haを超える人工林が造成され

ている。これらの木材の利用を図

るには，単にその利用技術の開発

にとどまらず，わが国の森林資源

内容等に立脚した，大量かつ効率

的な利用を前提としたものでなけ

ればならない。

国産材製材は，わが国の木材工

業の中でも，現実にこれらの利用

面において中心的な役割を果たし

ており，その社会的使命として予

想される木材生産の増大に対応し

て，今後ともその主要な担い手と

しての責務を遂行していかなけれ

ばならない。

しかしながら，これらの木材利

用を通じて，国産材製材がこれま

で同様にわが国の林業に大きく貢

献するには，経営の合理化・技術

の向上等新たな対応が必要となっ

ている。

本稿では，地域製材企業におけ

る経営，技術に関する実態調査結

果を基に，その現状と問題点を明
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らかにするとともに，国産材製材

の振興・発展の条件となる合理化

対策のあり方について，経営，技

術の両面から具体的に検討してい

る。

林業相続税について

林野庁企画課渕上和之

森林組合No.250

1991年4月p.4～8

わが国の相続税制は，資産の再

分配を図るという政策目的を持っ

ており，世代を超える立木という

資産の特質から，収入と比較して

資産ストックが大きくなる林業に

おいては，必然的に相続税の負担

が大きくならざるをえない，とも

いわれている。

このような林業の特殊性が考慮

されて，これまでも，

①立木の評価についてはその時

価の85％とする。

②保安林については，立木・林

地ともに伐採制限の程度に応じて

評価を軽減する。

③森林施業計画に基づいて計画

的に施業を行う場合には，立木に

ついて20年以内で伐採計画に応

じた不均等分納の相続税延納がで

きる。

などの特例措置が誰じられてき

た。

しかしながら林業不振が続く中，

その採算性の悪化はますます度を

加え，相続税が林業経営の継続を

脅かすようになってきた。

このため，さらに大'偏な林業相

続税の改善を図るように，近年取

り組まれてきたところである。そ

の結果,昭和62年以降の一連の改

善により，相続税負担の大幅な軽

減が実現されたので，その改善内

容と軽減効果を具体的に紹介して

いる。

林業技術No.5911991.6
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会員の広場

チェーンソーのチェーンオイルを

純食用植物油に交替させる提言

1．はじめに

わが国におけるチェーンソーの

普及は目覚ましく,すでに37万台

に達し，刈払機とともにもっとも

ポピュラーな林業機械としてよく

知られている。もちろん，それら

37万台のうち常時稼動している

台数は限られているが，今後多工

程処理機がいかに発達するとして

も，山岳林の多いわが国ではチェ

ーンソーヘの依存は不可避であり，

これからも代表的な林業機械の座

を守り続けていくのは確かであろ

う。

しかし，チェーンソーは可搬式

機械であるために，これまで御難

続きの宿命を背負わされてきた。

振動，騒音，排気ガスの3悪は，

広く知られているところである。

このうち振動については，機桝憲

造の改善などによりかなり克服さ

れてきたが，騒音と排気ガスへの

対策は，残念ながら今なお足踏み

状態の感を否めない。

ここに指摘するチェーンオイル

による公害も，排気ガスとは異な

った意味での，いわば第4の悪で

械業技術No_5911991.6

大河原昭二

あり，労働安全衛生と自然環境保

全の両面から緊急な対処が望まれ

る。ただ，上記の3悪と違って，

幸いなことにこの第4の悪には，

標題のようなきわめて好ましい解

決方法があり，あらためてここに

提案するものである。

2．機械の潤滑と植物油

この提言に対する大方の疑問は，

まず植物油が，はたして機械の潤

滑に適するのかどうか（使用して

も差し支えないのかどうか）とい

う点に寄せられるであろう。いう

までもなく，パラフィン系，ナフ

テン系の炭化水素を主成分とする

従来のチェーンオイル（鉱物油）

と異なり，植物油は脂肪酸のグリ

セリンエステルから成り立ち，化

学組成をまったく異にしており，

機械の潤滑油としての物理的性

質にも大きな相違が認められてい

る。

すなわち，植物油には，①油膜

が安定していて油性（潤滑）に優

れ,②温度による粘性変化が少な

い(粘度指数が高い)，という長所

のある反面，①酸化（変質）しや

すぐ安定性に欠け,②価格が割高

である，という短所のために，単

独に機械の潤滑油として使用され

る例は少ないとされている。

チェーンソーの場合も，もし潤

滑方式が一般の機械に近いならば，

上記の欠点をまともに受けて，植

物油の使用は見合わせなければな

らないかもしれないが，鋸歯（ソ

ーチェーン）の潤滑方式には独特

なものがあり，チェーンのリンク

に対する給油はわずかで足りるの

に対し，高速の鋸歯がチェーンソ

ーのガイドバー溝内をしゅう動し，

併せて木材切削面と接触する摩擦

を減少させるために，過剰ぎみの

油を必要とし，しかもソーチェー

ンの運動に伴い，それが同時に飛

散消耗していく。

このため植物油を使用しても，

油が酸化する前に周辺へ飛散して

失われていくので,上記の欠点①

から解放され，植物油最大の難点

から逃れられる。また，価格面で

も最近は円高のため輸入の菜種・

大豆油が安く，鉱物油にかなり近

づいてきている。しかも，資源的

に再生産のきく植物油への期待も，

これからは，大局的に見直されて

いかなくてはならないのではない

か，と考えられる。

3．鉱物油への不安と植物油への

期待

上記のように，チェーンソーは

多堂のチェーンオイルを林内に飛

散させている。その量は，機械1

台当たりで見ればたいしたことは

なく，自動給油型チェーンソーの

場合，エンジンの定常稼動回転時，

毎分5～10cc程度にすぎないが，

全国規模でとらえるならば，毎日

10万、もの鉱物油が,排気ガスと
なま

異なり燃焼されないまま，「生｣の



状態で林内へまき散らされている

計算になる。

しかし，このたれ流しは霧状で

人目につかないため軽視されやす

く，特に，それがタンカーの原油

流出事故て取りざたされている鉱

物油であるかぎり，自然環境への

汚染が懸念されてくる。

この環鏡問題は，ヨーロッパで

はすでに謡逼に上っているが，こ

こで新規に着目されるべき側面に，

もう1つの重大な関連不安がある。

この問題に気づいたのは，おそら

く我々が初めてではないかと思う。

それは，作業員の人体に及ぼす悪

影響である。

作業員はチェーンソーの操作中，

飛まつ油の-部を被り，特に，腰

からひざにかけての油汚れが著し

くなる。上半身の油汚れは少ない

が，無視できるわけではないので，

当然その一部は，微量ながら作業

員の肺にも吸い込まれていること

になる。その吸入鉱は，まだ実際

に計測したわけではないから想像

の域を出ていないが，遮るものが

少なくなる枝払い作業時に集中す

るのではないかと思われる。

作業姿勢上，チェーンソーがそ

れだけ顔に近づき，エンジンの回

転を上げたまま，枝から枝へと移

行していくからである。労働安全

衛生上，マスクを着用させる対策

も考えられなくはないが，実際に

はうっとうしくて嫌われるので，

御匡が難しい。

それでは，鉱物油がはたして医

学的に見て人体に有害なのかどう

かとなると，素人の我々にはまっ

たく見当がつかない。現在，有名

なある病院の院長のご厚意により，

公衆衛生と呼吸器科の専門医陣に

ご検討を願っているが，病気の実

例が少ないので，おそらく，明確

な解答は得られにくいのではない

かと思われる。

鉱物油の場合は，これまで公害

の原因とされてきた炭塵やアスベ

ストなどと違って，物理的な刺激

は少ないであろうから，ほかに発

ガン物質などが含まれていなけれ

ば，まずは心配なく，時折淡にな

って吐き出される程度ですんでし

まうかもしれない。

しかし，最近になってスギ花粉

症の誘因に，車の排気ガスが関係

していることがわかってきたよう

に，今後新たに発見される潜在分

野もないわけではないから，少な

くとも不安が完全に晴れるまでの

間は，避けておくにこしたことは

ない。それも，ほかに選ぶ道がな

いのならばとにかく，チェーンオ

イルの場合は，りつばに，しかも

容易に回避可能な方法があるのだ

から……。

チェーンオイルを植物油にあら

ためれば，労働安全衛生と自然環

境保全にかかわる懸案は，一挙に

解決されるに違いない。もちろん，

植物油だからといって，そのすべ

てが無害とはかぎらない。そこで，

ここでは無添加の純食用植物油に

限定して使用する立場をとる。

菜種油の油かすや米ぬかは，す

でに農地の肥料に供されているか

ら，食用油が，少なくとも森林の

ために（益することはあっても）

公害をもたらすとは考えにくいし，

天ぷら屋，豆腐屋のように，毎日

多撞の食品油を吸入する職業も昔

から健全に続いてきているので，

人体への悪影響はないと見るのが

妥当ではないか。もし，有害であ

るとすれば，これらの職業はすべ

て成り立たなくなる。
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4．これまでのチェーンオイル使

用試験

我々は上記の立場に立って，純

食用植物油の使用試験を平成2年

から開始し，順調な成果を重ねつ

つあるので，以下その要点を述べ，

参考に供したい。

(1)潤滑性の予備試験とチェー

ンソー専用植物油（モリオイル1

号）の誕生

ソーチェーンの潤滑性を調べる

テスト基準があるわけではないた

め，ここでは，独自の簡単な方法

によって比較試験を行うこととし

た。

まず，自動給油型チェーンソー

(スチール製024型,排気量42cc)

を用い，ソーチェーンを標準に張

った後，エンジンを3分間連続フ

ル回転させ，ガイドバーの先端付

近の温度上昇を，放射温度計で測

定した。経過時間とともに，ガイ

ドバーの温度はエンジンの伝導熱

で上昇していくものの，それを上

回る上昇分（大小）は，潤滑の良

否に関係するはずである。

供試油は，鉱物油としてSAE#

10,30の2種,植物油として精製

菜種油と米原油の2種，さらに，

試行的に植物油の粘性を高めるた

め，菜種油に食用ワックスとレシ

チンを加えた2種，計6種を用い

た。

試験の結果は図｡lのようであ

り，鉱物油2種の間にはほとんど

差はないが，植物油に比べると潤

滑性が劣り，また植物油の間では，

米原油のほうが精製菜種油（白絞

め油に相等）よりも成績がかなり

上回っている。ただし，後日の追

試の結果，その差は油の原料より

も，精製度などに関係することが

知れた。また，混入物植物油の2

林業技術No.5911991.6
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木造材作業に供して差が生じ，問

題になるような場合は，給油量調

節部品を交換するなど，自動給油

式チェーンソーについては，適切

な対処の必要があり，それは簡単

な手続きで済む）

この結果を受けて我々は，潤滑

性を最優先させながら耐寒性，低

コストの条件をできるだけ満たす

所期の専用チェーンオイル（純食

用植物油）を，月島食品工業株式

会社（〒134東京都江戸川区東

葛西3丁目17-9,aO3-3689-3111)

研究所の協力を得て開発し,｢モリ

オイル1号」と仮称した。この油

は,-11℃以上ならば流動性を失

わないから，一部の厳寒地方を除

けば，全国的に広く使用できるの

ではないかと期待される。

（2）「モリオイル1号｣による伐

採試験

平成2年12月からの冬山伐採

事業に「モリオイル1号」を供し，

岩手大学滝沢演習林で実施した

320nf(スギ，アカマツ）の作業試

験の結果は申し分なく，詳細は8

月の日本林学会東北支部大会に報

告を予定しているが，ここでは使

用者（現場職員）の体験談のみを

記しておく。

①鉱物油を吸わされない安心感

でほっとした。環境を汚さない

点も評価できる。

②使用上の実感も良好で，円滑に

作業ができた。

③作業衣の油汚れの洗濯が楽に

なった。

④機械の掃除が簡単で,鋸くずが

容易に落ち，手入れが楽になっ

た。

⑤マツヤニの多い南部アカマツ

（ミドウマツ)を伐採しても，な

んら問題はなかった。

／
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図･1ガイドバー先端部の上昇温度

種は，いずれも成績が悪く，粘着オイル』種は，いずれも成績が悪く，粘着オイルとして使用できなくはない

性を故意に増加させる添加物は，が，精製加工されすぎて潤滑性不

潤滑性の後退を招くことがわかつ 十分のため，チェーンソーの専用

た。油として長時間使用するには不向

これらの結果を要約すれば，①きといえる。つまり，潤滑性を最

植物油の潤滑性は鉱物油よりも良良にするような成分構成の純植物

好であり，②植物油の中でも，成油が，チェーンソーの専用油とし

分量が適正な油ほど良い潤滑性をてどうしても新たに必要になって

約束し，③同じ植物油であってくる。

も，粘着添加物を混入させると潤（なお,上記3分間の短時間予備

滑性を低下させる，という結論に試験では，油の消費量に差異はほ

なる。とんど見られなかった。これは，

身近な例を挙げるとすれば，市常温の粘性とオイルタンク内上昇

販の天ぷら油やサラダオイル（白温度下の粘性との差が縮まったた

絞め油）でも，そのままチェーンめと考えられる。もし，実際の伐
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⑥木材切削中，こうばしい香りが

漂い,食欲をかき立てられた(時

ならず弁当を食べたくなるので

欠点ともいえる)。

さらに，今後の展望として寄せ

られた感想は次のとおりである。

⑦鉱物油と異なり，温度による粘

性変化が少ないので，夏用冬用

といったオイルの種類を使い分

けたり，灯油を加えたりのめん

どうがなく，年間を通じ同じ油

で対応できそうに思われる。

⑧鉱物油と異なり，広葉樹を伐採

しても伐根発芽を阻害しないか

ら，萌芽更新の成績を向上させ

る可能性が考えられる。類似の

効果は，シイタケのほだ木生産

にも及ぶかもしれない。

⑨伐採作業の休憩中に，チェーン

を指で触り，少しずつなめてい

れば，植物油に含まれるリノー

ル酸などの働きで，体内のコレ

ステロール抑制にもつながり，

高齢化していく林業労働者から

好感が持たれるのではなかろう

か。

5．ドイツKWFの報告から

ヨーロッパにおける昨今の環境

問題を背景に，林業界へも進出し

た植物性特殊チェーンオイルを，

受け身の立場で実際に使用したド

イツKWF(林業工学機構)からの

報告によれば，このドイツ製チェ

ーンオイルに混入されている粘着

付与剤（添加物）が，チェーンソ

ーの主要各部に付着して機械の手

入れがたいへんであり，磨耗も進

んだ，という一部の批判もあって，

現段階では，あまり好感を持って

受け止められてはいないようであ

る。特に，この2つの批判事項に

は，先に我々が実施した予備試験

から類推して，互いに関連理由が

ありそうな気がする。

粘着付与剤の付着がそれほど顕

著な特殊油ならば，ソーチェーン

の潤滑低下も進み，温度上昇が化

学変化（磨耗）を促進させた可能

性が考えられる。植物油は，でき

るだけ高温化を避けて使用されな

ければならない。それにもかかわ

らず，ドイツの植物性オイルのメ

ーカーが，これほど油の粘着付与

剤にこだわるのはなぜなのであろ

うか。たぶん鋸歯への油付着性を

高め，鉱物油に近い物理的性質を

理想と考えたのではないだろうか。

類似の指向は，これまでのわが国

のチェーンソー取扱い要領（林業

機械化協会，昭和59年)にも載っ

ており，遠心力への対抗性のため

にも，ねばり気が重要であるとさ

れている。

しかし，我々の実施した前記予

備試験の結果は,図．lが示すよう

に，淡白な純食用植物油のほうが，

ねばりのある鉱物油より潤滑性に

優れ，また，伐採事業への使用実

績から見ても，木材との鋸断面へ

の潤滑を含め，なんら問題は起き

ていない。つまり，植物油への粘

着付与剤添加の利点はまったく見

いだせない。そればかりか，有害

な添加物であれば，公害の原因に

もなりかねない。植物性オイルと

いうオアシスのイメージを前面に

宣伝しながら，その裏で自然環境，

労働安全衛生に逆行するようでは，

本末転倒というほかない。

当該ドイツの特殊な植物性チェ

ーンオイルは，わが国のチェーン

ソー輸入代理店でも販売されてい

るが，我々はまだ入手しておらず，

いずれ分析して実態を知りたいと

思っている。

一方，オーストリアの林業手帳
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会員の広場

にも，同種のエランと称する植物

性のチェーンオイルが宣伝されて

いる｡主原料は西洋アブラナで,-

30℃から+40｡Cの使用が保証され

ているよしであるが，植物油だけ

でその低温まで固まらないように

するには，流動点降下剤の添加は

不可避であると考えられ，また，

鋸歯にもよく付着すると書かれて

あるので，粘着付与剤の混入され

ている疑いが大きく，同様に公害

が心配される。

いずれにしても，これら一連の

ヨーロッパ植物性チェーンオイル

は，特殊・高価なばかりでなく，

真の意味で森林。林業のためにな

っているとはいいがたく，完全に

無添加で低廉な純食用植物油によ

る研究を展開してきた我,"とは，

その立場を本質的に異にしている。

6．むすび

以上のように，わが国でのチェ

ーンオイルは，モリオイルのよう

な潤滑性優先，無公害の純食用植

物油でこそ，その真価を発揮しう

るものと考えており，今後の通年

使用試験と併せて，一連の成果を

欧米の林業界にもPRしていきた

い。

なお，価格面でも，鉱物油のチ

ェーンオイルが，現在，盛岡周辺

で1841缶3,000～3,500円である

のに対し，モリオイルもほぼ同等

の価格で納入できそうであると聞

いており，多少の割高感はあって

も，働く人たちの健康には代えら

れず，労働安全衛生と自然環境保

全を優先させるべきものと考える。

さらに，前記伐採事業の結果に

よる一連のメリットのためにも，

我々は全面的なチェーンオイルの

早期交替を，心から期待している。

（岩手大学農学部）
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路線選定支援システムへの利用

口林道開設における弾性波探査の

適用について

口電動丸鋸による枝打ち作業に関

する研究一丸鋸歯の鋸断性能

と仕上け､伏態に関する試験

ロアメリカ合衆国における林業と

環境保全運動(2)－雑誌"Gar

denandForest''とその関係者た

ち

ロヤドリギ・カルスの誘導と宿主

細胞との相互作用

口切片剥離法による細胞壁層のフ

ィビル傾角計測法

口木材の周期構造解析111-針

葉樹横断面における仮道管の2次

元的配置の評価

□AEによる接着不良合板の識別

ロパーテイクルボードの断続切削

におけるセラミックス製単一鋸歯

の初期磨耗

口室内空間における木材率とイメ

ージ（第2報）

口住宅外形の特徴の数量化とその

イメージーシルエットによる

基礎的検討

ロウィスキー貯蔵樽材中における

モルトウイスキー（原酒）の浸透

と抽出成分の分布

口スギ樹幹に含まれる微量元素の

各種抽出操作による移動性

囿術宿願
※ここに紹介する黄料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたします､llilllllllll１
１

０
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林業試験場時報第37号

平成2年3月

福岡県林業試験場

口福岡県におけるハラアカコブカ

ミキリの発生消長と防除に関する

研究

口天然生アカマツ・ヒノキ林にお

ける下層樹木のサイズ構造

ロマツ属における落葉季節と落葉

型の変遷-11多節伸長型の落

葉期と落葉型

ロスギ，ヒノキ人工林における土

壌の窒素無機化量の季節変化

ロウツクシマツ(HM"s虎"s抑7鰯

f.z"7z6wzc況峨”）の更新と保育に

関する研究一天然生稚樹の消

長と下層植生

口小雪地帯における階層混交した

不成績人工林の構造と取り扱い方

について

口芦生演習林人工林調査11-

ヒノキ人工林における調査地設定

時の林況と5年後の成長

口森林の動態に関する研究側

一北海道演習林の天然林につ

いて

ロビルマにおけるタウンヤ式造林

法について-1920年代の熱帯

林技術の一側面

口決定論的最適伐期齢に関する諸

考察

口間伐生産の組織化と森林組合経

営の展開に関する研究一三重

県宮川村森林組合を事例として

口南洋材需給構造の変化と南洋材

消費産業の対応

ロインドネシア・ジャワ島のチー

ク生産林地管理のためのデータベ

ースの構築

口芦生演習林における森林情報の

データベース化とその利用

ロヒートパルス法による実蒸散量

の推定

口急傾斜地作業路網の評価指標に

ついて

口林業用パソコンプログラム(I)

－簡易路線設計システム

ロステレオ写真プロッターの林道

玉川大学農学部研究報告

第30号

平成2年12月

玉川大学農学部

口数種アカシア類苗木の根の成長

および葉の気孔密度（英文）

口雪害をうけた海岸クロマツ林の

植生遷移について－石川県安

宅国有林の事例

九州大学農学部演習林報告

第63号

平成2年11月

九州大学農学部附属演習林

口九州におけるワサビの生産と流

通

口木材乾燥に対する意識の位相に

関する研究(1)

ロユーカリノキの萠芽葉の形態お

よび水分特性（英文）

ロヒノキ着生枝葉の光合成速度の

日変化とその近似

口森林根系の崩壊防止機能に関す

る実験的研究(1)

林業試験場研究報告第20号

平成2年12月

山形県立林業試験場

ロ山形県民有林におけるスギ材の

供給予測モデル

ロ農業用機械の林業的利用に関す

る研究一農用トラクタによる

間伐材搬出の方法

ロスギ人工林内外の積雪-(1)

林内と林外の積雪深

口袋培養による原木利用のマイタ

ケ栽培について－(11)子実体の

発生状況

口木レンガ歩道の試作と性能評価

京都大学農学部演習林報告

第62号

平成2年12月

京都大学農学部附属演習林

ロリギダマツの生育におよぼす摘

葉の影響

口芦生演習林の天然林における渓

畔林優占高木種一トチノキ,サ

ワグルミに関する分布特性の種間

比較

林業技術No.59119916
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林 業関係行事
壁
見

一

月6

主催団体・会場・行駆内容等区分 行事名 期間

中
山
全
中

央
梨
国
央

森林都市フォーラム 全国森林レクリエーション協会。全日空ホテル(港区赤坂)。テーマ：

21世紀の森林生活（ブォーレストライフ）

森林文化協会。山梨県鱈士山麓糊進湖釜山道(開拓道路から国道まで）

6.3

6.8

6-11

いきいき森林浴r朝日自然

体験教室」

第24回全農乾椎茸品評会 全国農業協同組合連合会｡展示：全艇名古屋椎茸食品駆務所,表彰式

小牧市民会館

全国建具組合連合会，埼玉県建具組合連合会。上尾運勤公園体育館

木材工業機械新聞，㈱フォレスト。東京晴海国際見本市会場西館

第25回全国建具展示会

木造建築の加工設騰．専門

展

シンポジウムrくらしを守

る森づくり」

6.14～16

6.19～21〃

森林文化協会・朝日新聞社・今治地方水と緑の懇談会。愛娘県今治市

中央公民館。洪水防止，水資源のかん難など生活の中で果たしている
緑のさまざまな役割を見直し，そのための森づくりや維持の方法を探
る

全 国 6．22

月7

行事名 主催団体・会場・行事内容等区分 期間

森林文化協会・朝日新聞社。北海道斜里町。一般人および脅少年教育
の指導者を対象に，知床の自然と森林の仕組みについて学習。自然へ
の理解を深め，青少年教育に役立てる

国際園芸学会園芸工学部会・国際園芸学会施設園芸部会・日本農業気
象学会・園芸学会・日本生物環境調節学会。神奈川県横浜市（検浜国
際会議場･神奈川県国際交流センター会職場･横浜市教育文化ホール・

市民ギャラリー)｡使用語：英語｡事務局：千蕊大学園芸学部園芸環境

工学研究室（松戸市松戸648,公0473-63-1221内線321,320）

中 央｜朝日森林体験教室・知床 7.17b～19

国苗生産システム国際シンポ

ジウムー生物学･工学・

社会経済学的側面

全 7.21～26

林業技術No.59119916
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日本林業技術協会第46回通常総会ならびに

創立70周年記念式典報告

平成3年5月29日（水）午後2時30分から，虎ノ門パストラル（港区虎ノ門）新館1階鳳凰の間にお

いて開催，会員284名（委任状提出者7,786名）が出席して盛大に行われた。

鈴木理事長のあいさつに続いて総会議事に入り，議長に国土緑化推進機構専務理事角館盛雄氏を選出

し，下記議案について審議し，それぞれ原案どおり承認可決された。引き続き，林野庁長官小沢普照氏，

森林総合研究所所長小林富士雄氏の各氏から祝辞をいただいたあと，第37回林業技術賞,第37回林業技

術コンテスト受賞者,第2回学生林業技術研究論文コンテスト受賞者の表彰,創立70周年記念支部活動功

労者への感謝状の贈呈および本会永年勤続職員の表彰を行った。

また,総会終了後,葵の間において創立70周年記念パーティーを行った｡記念パーティーは日本林業協

会会長片山正英氏の祝辞のあと，林野弘済会会長藍原義邦氏の乾杯の音頭に始まり一同歓談のあと，森林

開発公団理事長松田堯氏の締めの音頭で，盛会のうちに終了した。

第46回通常総会決議公告

平成3年5月29日開催の本会通常総会において次のとおり決議されましたので

会員各位に公告します。

平成3年5月29日

社団法人日本林業技術協会

理事長鈴木郁雄

案
案
案
案

議
議
議
議

号
号
号
号

１
２
３
４

第
第
第
第

平成2年度事業報告および収支決算報告の件

平成3年度事業計画および収支予算の件…・・

平成3年度借入金の限度額の件……………・

その他

原案どおり承認可決

原案どおり承認可決

原案どおり承認可決

●●

I.平成2年度事業報告および収支決算
報告

など指導，ご協力のおかげで，公益事業，収益事業と

もに，全体としてほぼ予定どおり事業を実行すること

ができた。

その中で目立つ事項は，

①国際的に熱帯林の保全に関心が高まりつつある

中で，従来から行っていた国際協力事業団による

開発調査事業等に加え，林野庁が新規大型補助事

業として創設した「熱帯林管理情報システム整備

事業」の実施機関として，インドネシア・タイ2

カ国を初年度の対象として本格的に事業を開始し

た

②国内においては，森林生態系保謹地域の追加選

定，森林の機能類型に応じた施業・管理のあり方，

平成2年度の事業については，『林業技術』誌の刊

行，各種研究発表会の開催，林業技士の養成，空中写

真セミナーなどの研修の実施，海外研修生の受入れ，

リモートセンシングなどの技術開発等の森林・林業に

係る技術の開発・改良・普及等当協会が本来的に使命

とする事業を着実に行うとともに，当協会の有する技

術力を活用して，各種調査事業，航測事業，治山・林

道事業，コンサルタント事業，国際協力事業等を積極

的に推進することを目標として計画の策定を行った。

実行結果を見ると，関係機関および会員各位の強力

林業技術No.5911991.6
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平成2年度収支決算報告書

〔損益計算書〕（別表1） 至平成3年3月31日
自平成2年4月1日

森林・人材情報のシステム化の検討等林政の展開

方向に即応した課題に積極的に取り組んだ

③調査事業では，スキー場やゴルフ場等の開発計

画に係るアセスメントの需要が依然として多く，

かつ，規模が大型化したこともあり，次年度に調

査が継続，引き継がれる事業が増加した

ことなどが特徴的に挙げられる。

なお，これらの業務の円滑な遂行を期するため，熱

帯林管理情報センターの設置，前橋・九州事務所の開

設等，本部ならびに地方の組織について拡充強化を図

った。

借

科目

万

金額

円
47,549,666
354,039,751

4,172,351
7,233,390
65,644,141
255,905,969
21,083,900

63,494,647
288,262,902

251,154
157,712,194

86,412,307
43,887,247

593,532,509
98,542,471
1,101,387,263

801,121,418

300,265,845
214,666,097
948,030

140,930
30,900

16,046,237
197,500,000
30,241,758

会 員費
研究指導費

技術指導費
研修費
調萱研究費
航測研究費
技術開発費
一般事業費
航測事業費
航測検査費
航測費
写真作成費
森林測定費
調査事業費
国際事業費
一般管理費

人件費
運営寶
その他費用
雑損失

固定資産除却損
貸倒損失
減価償却費
引当金勘定繰入
当期剰余金

l.会員関係（会議・支部活動など）

（1）会員数（平成3年3月31日現在）

林野庁支部(311)，森林総合研究所支部(144)，森林

開発公団支部（279)，営林（支）局支部（4,010)，

都道府県支部（5,616)，大学支部（996うち学生

632)，本部直結分会(141)，個人会員(1,204),特別

会員・甲（136）・乙（42)，個人終身会員(404),

名誉会員（0)，外国会員（14）合計13,297名

（2）会員のための事業

①会誌『林業技術.lの配布，②技術参考図書『森の

虫の100不思議jの配布，③林業手帳，林業ノート

の配布，④会誌綴込用ファイル，会員バッジの配

布，⑤出版物の会員割引，⑥その他

（3）総会

第45回通常総会を，平成2年5月30日虎ノ門パス

トラルにおいて開催した。

（4）理事会等

理事会，常務理事会を次のとおり開催した。

①理事会（2．5．23)，②常務理事会（2.10.30,

12.19）

（5）支部連合会および支部に関する事項

a)支部連合会大会を次のとおり開催し，本部から

役職員が出席した。

北海道支部連合会大会(旭川市．2.10.18)，東北・

奥羽支部連合会合同大会(福島市｡2.8.24)，北関

東･南関東支部連合会合同大会(厚木市･2.10.17),

中部・信州支部連合会合同大会（南箕輪市．2.10

7)，関西・四国支部連合会合同大会（和歌山市。

2.10.18),九州支部連合会大会(熊本市｡2.106)

b)支部連合会および支部の活動のため，次の交付

を行った。

①支部交付金,②支部特別交付金,③支部連合会

■

一
口 2,791,717,064計

貸

科目

方

金額

円
45,093,490

609,615,034
11,141,580

6,368,278
193,167,370
345,271,706

53,666,100
95.023,669

581,941,849

32,210,350

274,861,938
191,946,251
82,923,310

1,055,722,553
301,865,105

102,455,364
11,947,460

17,572,439
10,908,703
62,026,762

費
指
術
査
測
算
事
事
測
林
事
事

当

究
技
研
調
航
電
般
測
航
航
写
森
査
際
の
会
受
雑
引

会
研
一
航
調
国
そ

収

導収
指導

修収

研究
研究
処理

業収
業収
検査

測収

真収
測定
業収
業収
他収

館収
取利
収
金勘定

入
入
入
入
入
入
入
入
入
入
息
入
入

入
入
収
収
収
収
入
入
収
収
入
入
入
戻

一
口 計 2,791,717,064
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〔貸借対照表〕（別表2） 平成3年3月31日現在〔財産目録〕（別表3）平成3年3月31日現在

科 金顯
一
一
一借 方 賃 万

円
6,241,522
177,232,895
10,000
1,903,184
363,178,373
60,400,000
21,963,886
336,101,359
10,000,000
15,064,009
31,042,139
12,929,400
355,304,673
21,435,289
101,025,500
131,418,854
74,347,150
24,106,579
18,940,645
2,800,000
2,577,615

科 金額 金額匡 科 目
現 金
昔通預金
当座預金
振替貯金
定期預金
員付信託
売掛金
一+一

不 収 金
有価証券
仮払金
賞付金
棚卸品
仕掛品
保険積立金
土地
建物
器具・備品
設備
分収造林
出資金
敷金

■

円

6,241,522

177,232,895

10,000

1,903,184

363,178,373

60,400,000

21,963,886

336,101,359

10,000,000

15,064,009

31,042,139

12,929,400

355,304,673

21,435,289

101,025,500

131,418,854

74,347,150

24,106,579

18.940,645

2,800,000

2,577,615

円

191,435,368

502,618,698

28,904,476

3,830,000

1,900,000

60,000,000

243,731,207

2,500,000

54,000,000

284,000,000

174,025,500

50,000,000

64,000,000

76,836,065

30,241,758

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
仮
貸
棚
仕
保
土
建
器
設
部
出
敷

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
品
金
地
物
品
備
林
金
金

未払金

前受金

預り金

長期借入金

預り保証金

納税引当金

退職給与引当金

貸倒引当金

修繕引当金

施設拡充引当金

基本金

新技術開発研究基金

設備充当積立金

繰越剰余金

当期剰余金

立

預
預
貯
預
信
証
掛
収
払
付
卸
掛
積

通
座
琶
期
付
価

険

《
ロ 計’1,768,023,072

未
前
預
長
預
納
退
貸
修
施

払金
受金
り金
借入金
保証金
引当金
与引当金
引当金
引当金
充引当金

435,368
618,698
904,476
830,000
900,000
000,000

731,207
500,000
000,000
000.000

馴
陀
躯
３
１
帥
媚
２
別
別

１
５

２
２

期
り
税
蹄
倒
繕
識

自
フ逗 備

分
資

小 計

正味財産

合計

1,372,919,749

395,103,323

1,768,023,072
一
口 計 1,768,023,072

《
ロ 計 1,768,023,072

大会補助金，④支部活動補助金
〔剰余金処分〕（別表4）

2．事業報告

（1）機関誌の発行

会誌『林業技術」の編集にあたっては，林業技術，

時事的な話題および関連情報を迅速・的確に会員に伝

達すること，ならびに主要な林業技術の解説を中心に，

会員の技術向上に役立つ記事の充実に努力した。発行

部数恥577～588,合計177,600部。

（2）技術奨励等

①第37回林業技術賞ならびに第36回林業技術コ

ンテスト，第2回学生林業技術研究論文コンテストの

審査を行った。②林野庁・営林(支）局・地方庁主催

の研究発表会等に役職員を派遣し，入賞者に対し記念

品を贈呈した。③林木育種協会との共催で林木育種研

繰越剰余金76,836,065円

当期剰余金30,241,758円

計107,077,823円

これを次のとおり処分する。

繰越剰余金107,077,823円

凡
０
１
ハ
ノ
」

1

究発表会を行った。④第38回森林・林業写真コンク

ール（後援・林野庁）を行い入賞者には徴状，賞金，

副賞を贈呈した。

（3）林業技士養成事業

農林水産事務次官依命通達および林野庁長官通達に

基づいて，森林・林業に関する技術の適用，普及等の
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平成3年度収支予算書（別表5）

出
目

支
一
項

収
一
項

入
一
目

千円
59,000
4,000
2,000
35,000

千円
45,000

千円
100,000

千円
45,000

一
室 会誌発行費

支部交付金
支部補助金
技術奨励費

会費収入 会費収入 員寶
■■

技術指導費
研修費
調査研究費
航測研究費
技術開発費

13,000
16,000
180,000
350,000
50,000

研究指導収入 596,000技
研
調
航
電

術指導収
修収
査研究収
測研究収
算処理収

入
入
入
入
入

10,000
6,000
180,000
350,000
50,000

研究指導費 609,000

80,000一般事業収入|85.0001一般事業収入l85､OOO|一般事業費|80,0001一般事業費

30,000
250,000
175,000
72,000

34,000
260,000
185,000
75,000

航測事業費 527,000航測検査寶

航測寶
写真作成費
森林測定費

航測事業収入 554,000航
航
写
森

測検査収
測収
真収
林測定収

入
入
入
入

調査事業収入’1,289,0001調査事業収入'1,289,000調査事業費’1,266,000調査事業費|1｡266,000
国際事業収入’400,0001国際事業収入’400.000国際事業費|390,0001国際事業費|390,000

1,266,000

国際事業費390,000

部分林費
設備備品費

3,000
15,000

12,000
14,000
5,000

その他支出 18,000その他収入 31,000会館収入
受取利息
雑収入

10,000

3,000,000

｜|予備費10,000
3,000､OOO||計3,000,000計 3,000,000

（5）林業技術の研究・開発

本会の重点事業として，その推進に努めた。

調査研究関係では，国有林をはじめとして森林に対

する自然環境の保全形成，水土保全，保健休養等諸機

能の高度発揮の要請が高まりつつある中で，林野庁ほ

かの委託に応じ，「森林活力調査｣3｢豪雪地帯水土保全

調査(雪ダム)｣，「森林生態系保護地域設定調査｣等に

取り組むとともに，水質問題を中心として「森林理水

機能調査」を引き続き実施した。

航測関係では，リモートセンシング技術，コンピュ

ータ利用の技術を従来とも進めてきたところであるが，

リモートセンシング技術については，特に地球環境保

全にかんがみ熱帯地域における森林資源・環境調査

(｢熱帯林管理情報システム整備事業｣)への利用につい

ての研究と実践的応用に努めた。また林野庁からの委

託事業として，リモートセンシングの森林計画をはじ

めとする種々の分野への活用調査，赤外カラー写真の

活用調査等を実施した。

コンピュータ利用の分野では森林資源情報のデータ

ベース化の検討等を行い，また保有のコンピュータシ

適正な推進を図るため，専門的技術者の饗成・登録を

行う林業技士養成事業を国の補助事業として引き続き

実施した。2年度の各部門別の認定者は次のとおりで

ある。

森林評価（認定8人・累計295人)，森林土木（130

人・3,552人)，林業機械（8人・366人)，林業経

営（50人・2,603人)，計（196人・6,816人）

（4）技術指導および研修

①林業技術の向上とその普及に資するため，本会役

職員を派遣した（16件)。

②空中写真の利用技術の向上と普及に資するため，

昭和58年度から「空中写真セミナー」を開催し，

本年度は1回実施した(第13回2.10.22～26，25

名)。

③海外研修生の受入れ：10件,16カ国から29名の

研修生を受け入れた。

④職員の研修を次のとおり行った。職員現地技術研

修32名，造林技術開発研修(シンガポール・マレ

ーシア国へ）2名，派遣前専門家中期研修1名，

海外におけるスキー場現地研修（カナダへ）4名。
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ステムの整備拡充を図り利用性向上に努力した。

（6）航測事業

豊富な経験と蓄積された高度の航測技術を活用して，

利用目的に応じた空中写真の撮影，正射写真図等の作

製・解析，森林基本図等の地図の作製・修正および空

中写真の作製・頒布等を行うとともに，その効果的な

活用について，技術の開発・普及を推進した。

①空中写真撮影

森林計画樹立，地形図作製，森林保全調査等のた

めに，普通焦点カメラ，長焦点カメラを用いて，モ

ノクロ，カラー等の空中写真の撮影を行った。

普通焦点・モノクロ撮影(RMKA21/23):森林

計画（7件,301,100ha),都市計画(1件,31,550

ha),リゾート計画ほか(2件,2,765ha)。普通焦

点・カラー撮影：複合機能調査（1件,9,200ha)。

長焦点・モノクロ撮影；リゾート計画（1件，300

ha)｡長焦点・赤外カラー撮影(RMKA30/23):複

合機能調査(1件,2,000ha)｡長焦点・カラー撮影：

治山調査ほか（2件,10,154ha)。

②測量

森林計画のための正射写真図の作製，空中写真判

読による林相図の作製，森林基本図の経年変化修正，

地形図の作製等を行った。

また治山計画，土地利用計画等の設計計画図とし

て，大縮尺地形図の作製および分収造林契約地等

の境界測量，境界図の作製その他の調査等を行っ

た。

正射写真図(15件,279,325ha),林相図・地番図

等（5件,8,055ha),治山調査図(4件,4,360

ha),森林基本図修正(5件,28,308ha),地形図(6

件,5,562ha),境界図(6件,8,865ha),施業基本

素図（6件,22,841ha),その他(4件)。

③空中写真作製・頒布

空中写真の効果的な活用と普及に努めるとともに，

林野関係の空中写真について，林野庁との基本契約

に基づき，その作製・頒布を行った。

ポジフイルム（10,851枚)，密着写真（40,536

枚)，引伸写真（56,728枚)，その他（11,912枚)。

（7）航測検査

森林計画関係の空中写真測量成果については，統一

した精度の確保と技術向上のため，林野庁が指定する

機関の精度分析を行うことになっており，本会はその

指定を受け，次のとおり航測成果の精度分析を行った。

空中写真撮影(3,583,300ha),正射写真図(532,085

林業技術No_5911991.6

ha)。

（8）調査事業

林野庁等の諸官庁，公団，地方公共団体，民間企業

等からの発注を受け，合計173件の調査を実施した。

その主要項目を挙げると次のとおりである。

森林調査，森林施業（32件)，治山・林道調査（61

件)，森林レクリエーション関係調査(17件)，森林地

域開発計画についてのアセスメント調査(55件)，地域

振興計画調査（5件)，その他（3件)。

（9）国際協力事業

①開発調査：テュニジア国メジュルダ川流域森林管

理計画調査，コロンビア共和国林業資源調査,ボ

リヴィア国森林資源調査，チリ共和国森林資源管

理計画調査，パプアニューギニア森林研究計画モ

デルインフラ整備事業実施設計調査

②委託事業(国際協力事業団）：大規模森林回復技術

委員会運営業務

③施行監理(国際協力事業団）：タイ国タイ造林研究

訓練技術協力計画（フェーズI1)パイロットイン

フラ整備事業施行監理，パプアニューギニア森林

研究計画モデルインフラ整備事業施行監理

④補助事業：熱帯林管理情報システム開発調査

⑤技術者派遣等：中国，インドネシア，ブラジル，

ベネズエラ，フィリピン，メキシコに技術者を派

遣した。

(10)図書出版等

「森の虫の100不思議｣(日本林業技術協会編/会員配

布図書)，再版「森と木の質問箱」（日本林業技術協会

編)，再版｢枝打の手引」（日本林業技術協会編)，その

他，森林航測（恥161～163)・林業手帳・林業ノート

，山火事ポスター，各種パンフレッ1､，ビデオ「よみ

がえる大地一パイロット・フォレスト」（日本語版，

英語版）などを製作した。

(11)調査機材等の製作・販売

デンドロメーター・空中写真実体鏡・斜面測堂器・

点格子板等の測定機器類，空中写真保管庫，気象観測

機器，ポケットコンピュータ（架線設計計算・コンパ

ス測量面積計算・林道設言周算)，ビデオテープなどの

販売を行った。

3．資産管理その他

（1）分収造林の管理

熊本営林局熊本営林署管内阿蘇深葉分収造林の下

刈りを行った。



4収支決算報告別表1～4のとおり。

5．監査報告

監事新庄稔

監事光本政光

社団法人日本林業技術協会の平成2年4月1日か

ら平成3年3月31日までの第43期の損益計算書，

貸借対照表および財産目録について監査し，次のと

おり報告します。

（1）損益計算書，貸借対照表および財産目録は，一

般に公正妥当と認められる会計基準および定款に

従い，法人の損益および財産の状況を正しく示し

ているものと認める。

（2）理事の業務執行に関し法令および定款に違反す

る事実はないものと認める。

11.平成3年度事業計画および収支予算

1．事業の方針

近時，森林の多面的な機能の高度発揮に対する要請

は，国内的にも国際的にも一段と高くなってきており，

これらの要請に的確にこたえるよう林業技術者に寄せ

られている期待もまたかつてなく大きいものがある。

わが国有数の林業技術者の職能集団である当協会は

本年創立70年の節目を迎える。平成3年度において

は，会員が期待にこたえた活動を行い得るよう技術の

45

開発・改良，普及を図る公益事業の充実と，その財政

確保を図るための収益事業の積極的推進に努めること

とし，特に次の事項に重点をおいて事業を実施する。

1．支部との連携を密にして組織活動の強化を図る

2昨年新たに開設した前橋事務所および九州事務

所をはじめ各地方事務所の活性化を図り地域活動

を強化する

3．林業技術の開発・改良と普及を推進する

4技術指導，調査・研究等の業務体制の強化を図

る

5電算管理システムを拡充し，業務成果の高度化

を図る

6．海外への技術協力体制の強化を図る

2．収支予算別表5のとおり。

HI.平成3年度借入金の限度額

平成3年度の借入金の限度額は,4億5000万円とす

る。

Ⅳ、その他

欠員中であった専務理事に現常務理事の小泉孟を

選出した。

搾業技術No.5911991.6
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第37回林業技術コンテスト入賞者の発表

＜林野庁長官賞＞

「男体山の治山工事における前薙の概成とその

効果について」

前橋営林局宇都宮営林署

小倉忠男・青木良明・佐藤和久

｢広葉樹施業の推進について－ミズナラ種子安

定供給への取り組み」

旭川営林支局天塩営林署

千葉俊夫・奥弘道

｢基本図情報のデジタル化について」

大阪営林局高野営林署近藤浩

｢トラクタ集材道における雨裂防止の試みについ

て」

帯広営林支局白糖営林署本永静義

「広葉樹若齢林分での施業方法の検討」 「自走式リモコンキャレジによる集材実行結果に

北海道旭川林務署小林順二・山口和久ついて」

青森営林局大鰐営林署

く日本林業技術協会理事長賞＞伊藤利尚・幸山精一郎

「写真機を利用した人工林林分材積の推定方法
「オートロックによる鞘抜け防止装置の考案につ

について」
いて」

北海道営林局静内営林署

橘政行・川村伸長野営林局福島営林署木下孝雄

以上のとおり決定し，5月29日の第46回総会席上で表彰式が行われました（各受賞者の業
績については，9月号で紹介の予定です)。

協会のうごき

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団からの依頼によ

り，次のとおり海外からの研修員

を受け入れた。

1.フィリピン共和国パンタバンガ

ン林業開発C/P

アン1､ニオ・パルシア氏

ワリート・ラサ氏

4/3～5/31まで｢流域保全,植

林法」について研修

2.インドネシア南スラウェシ治山

計画C/P

リウィス・ウィドヨコ氏

5/20～24まで「空中写真技

術」について研修

◎番町クラブ5月例会

5月15日，本会会議室におい

て，林政ジャーナリスト新里次雄

氏を講師として｢林政よもやま話」

と題する誰演および懇談を行った。

◎海外派遣

5月16日～6月15日,PNG

モデルインフラ整備施工監理のた

め研修室長今井忠美を派遣した。

◎調査研究部関係業務

5月30日，水源地森林機能研

究会第1回委員会を本会にて開催

した。

｢会員の広場」原稿募集中／
会員の皆様の投稿をお待ちしております。講細は，本

誌No.590の43ページをご覧ください。

林業技術No.5911991.6

訂正とお詫び

5月号の表紙写真と第38回森
林・林業写真コンクール入選者の
氏名に，誤りがありましたので，
ここに訂正し深くお詫び申し上げ
ます。

カラーの部〔一悶掴封祭

逸見久七→逸見久士

平成3年6月10日発行

林業技術

第591号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(3261)5281("
FAXO3(3261)5393
（振替東京3－60448番）
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publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL
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〔普通会費3,500円･終身会費欄ﾉJ30,000円〕
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林業振興地域整備計画制度研究会編

A5判390頁2,500円(〒310)

地域リーダーの生の声を含め
先端事例の重点ポイントを解説
5刑多や視察、
情報収集に最適の1冊／
●主な内容●

第1部山づくり、むらづくり、

人づくりに取り組む

Iよりよい山づくりを進める（24事例）

Ⅱ国産材の産地形成を目指す（38事例）

Ⅲ森林の総合利用を図る（41事例）

Ⅳ地域特産品の開発・販売に

取り組む（33事例）

V広域的な林業振興への取組み（14事例）

第2部都道府県の森林・林業

・木材産業の概要

機
械
化
・
路
網

生
産
シ
ス
テ
ム

低
コ
ス
ト
林
業
確
立
の
た
め
に

南
方
康
著

新
た
な
機
械
化
の
方
向
と

そ
れ
を
支
え
る
姿
を
示
す

Ａ
５
判
二
六
六
頁
二
箒
二
○
○
円
〒
刎

森
と
水
の
社
会

経
済
史

資
源
環
境
問
題
の
源
流

田
中
茂
著

ソ
連
、
ア
ジ
ア
と
我
が
国

を
歩
い
た
三
○
年
の
成
果

Ａ
５
判
二
四
○
頁
二
、
五
○
○
円
〒
叩

大
嶋
顯
幸
箸

明
治
以
来
一
○
○
年
の
大

規
模
林
業
経
営
を
追
い
、

今
後
の
経
営
指
針
を
示
す

Ａ
５
判
三
四
○
頁
五
、
五
○
○
円
〒
剛

大
規
模
林
業
経
営

の
展
開
と
論
理

’
〒162東京都新宿区市谷本村町3－26ホワイトビル内

電話(03)3269-3911振替(東京)6-98120番FAX(03)3268-5261日本林業調査会



|地球社地 〒107東京都港区赤坂4-3-5/振替口座東京
a03-3585-0087II@/FAxo3-3589-2902

2-195298番

上飯坂實編著
A5判/208頁/定価3,090円(本体3,000円)/〒260

本普は，日本学術会議林斡Wf究連絡委員会（第14期）にお

kⅢ、熱識也域におけるSociaIForestry展開
1.インドとタイの制全林業（名村二郎)/2.モンスーン・アジアにおけ
る繊林･林業の態様(永田信)/3.社会林業の砺誰(力嶢圏/4．
西アフリカの熊休行政の課題幟俣誠)/5ケニアにおける社会林業
（渡辺樹/6.伝統的な林業理念への"@M(#鐙実）
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現代林学講義／全10巻
既刊5冊 盟王匪蕊雷

A5判/248頁瀦母聯職入)/〒310A5判/164頁/定価2,884円(税込)/〒260

4.閥滋工学
A5判|/334頁蝋協満税込)/〒召10

5.蝋I蝉
A5判/192頁鰯繍繍税込)/〒260 A5¥1/瀞瀦繍脅繍>〒3m

図書のお知らせ

日本の森林土壌 B5判・706頁

本体15,000円

付．日本の森林土壌分布図(200万分の1.多色刷)，林野庁監修／「日本の森林土壌」
編集委員会編集

今を去る昭和22年，国有林野土壌澗悲事業が開始され，昭和29年からは，民有林
の土壌調査(適地適木調査事業)も開姑された。以来，全|灘'数千名の技術者によI),
四半世紀余にわたI)実施され，その調森領域は，わが剛森林而職の7割に及ぶ偉業
の達成となった。本書は，これまでの両調査の成果を総括し，わが国森林土壌の最
高到達域をしるす書として編さんされたものて､ある。

日本林学会第100回大会記念

都市と森林森林と人間との共存の道を求めて…
B6判･111頁･定価865円（〒別）企画・編集日本林学会

第一部記念講演人・森林．そして文化〔木村尚三郎〕／脱都市化と森林〔下河辺淳〕
第二部パネルディスカッションレクリエーション活動とみどりの開発〔原重一〕／帯広の森とまちづく
り〔田本憲吾〕／都市における河川環境〔高橋裕〕／河川水を絆に支え合うべき都市と森林〔中野
秀章〕／都市工学から見た森林〔伊藤滋〕／森林配置の見直しを－地方からの発想〔北村昌美〕／
質問と討論／出席者略歴／日本林学会第100回大会記念行事の企画と実行経過

'発行日本林業技術協会

1.柵営聯 3.材職学

10.測臓学
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●日林協が小・中学生に贈る
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